
広報あま１１月号に掲載されている
内容は、新型コロナウイルス感染症
の状況により変更になる場合があり
ます。詳しくは、各問合先にお問い合
わせください。
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今月の納税等
今月、納税を迎える税金等は
ありません。

※納期を過ぎた税金などについて納め忘れが
ないかご確認をお願いします。
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家計簿に例えると…

歳入決算額　424億5638万円 歳出決算額　417億0087万円

市の一般会計決算額は、金額が非常に大きいため、各決算額を市の人口で割り、額を縮小して1か月
の家計簿に置き換えました。食費や医療費などが大きな割合を占めています。
なお、新型コロナウイルス感染症対策でその他が大きく増加しています。

決算における本市の状況をお知らせします。
決算概要

合計　47.7万円

～1か月の収入～
給料（基本給） 12.6万円
（市税）

給料（諸手当） 7.4万円
（地方交付税・地方譲与税・各種交付金）

不動産収入・貯金の利子など 2.3万円
（分担金及び負担金・使用料及び手数料・寄附金・財産収入・繰越金・諸収入）

貯金の引き出し 2.6万円
（繰入金）

実家からの援助 19.0万円
（国県支出金）

銀行からの借入れ 3.8万円
（市債）

～1か月の支出～
食費 5.4万円
（人件費）

医療費 8.2万円
（扶助費）

ローン返済 2.3万円
（公債費）

家のリフォーム 4.2万円
（普通建設事業費）

光熱水費・被服費 5.9万円
（物件費）

子どもへの仕送り 3.2万円
（繰出金）

その他（町内会費など） 17.6万円
（補助費等・維持補修費・投資及び出資金、貸付金・積立金）

合計　46．8万円▶

差額の0.9万円は翌月へ繰越 （＝翌年度繰越金）

市債
33億6678万円

各種交付金
21億3949万円

地方譲与税
2億2945万円

地方交付税
42億3509万円

国県支出金
169億2049万円

その他の収入
15億7000万円

繰入金
23億1679万円

寄附金
4213万円

使用料及び手数料
2億6276万円

分担金及び負担金
1億3115万円

市税
112億4225万円

積立金
13億6366万円

投資及び出資金、貸付金
8800万円

維持補修費
1億3261万円

補助費等
140億8604万円

繰出金
28億7875万円 物件費

52億5461万円

普通建設事業費
37億0225万円

公債費
20億6102万円

扶助費
73億3409万円

人件費
47億9984万円

依存財源
268億9130万円

その他の経費
238億0367万円

投資的経費
37億0225万円

義務的経費
141億9495万円

自主財源
155億6508万円
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市民一人あたりで計算すると…

企業会計別決算収支の状況

各会計別決算収支の状況

一般会計決算額を市民一人あたりに計算すると468,312円の市民サービスを行っています。
（歳出目的別）（令和3年3月31日現在人口89,045人）

9月の市議会定例会において認定された令和2年度
令和2年度

区分
会計名

収益的収入及び支出 資本的収入及び支出
 事業収益 事業費用 資本的収入 資本的支出

水道事業会計 8億4516万円 7億6772万円 1億7138万円 4億3335万円
簡易水道事業会計 5241万円 4909万円 300万円 431万円
下水道事業会計 8億3341万円 10億1285万円 12億0973万円 12億0973万円
病院事業会計 8億4863万円 9億6369万円 3億2462万円 3億2625万円

区分
会計名
一般会計 424億5638万円 417億0087万円 7億5551万円 1億8953万円 5億6598万円
国民健康保険特別会計 78億3562万円 77億6071万円 7491万円 0万円 7491万円
土地取得特別会計 355万円 353万円 2万円 0万円 2万円
市営住宅管理事業特別会計 7109万円 6713万円 396万円 0万円 396万円
介護保険（保険事業勘定）特別会計 61億6063万円 59億6811万円 1億9252万円 0万円 1億9252万円
介護保険（サービス事業勘定）特別会計 1086万円 0万円 1086万円 0万円 1086万円
後期高齢者医療特別会計 22億7696万円 22億7101万円 595万円 0万円 595万円
 合　計 588億1509万円 577億7136万円 10億4373万円 1億8953万円 8億5420万円

歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出
差 引 額

翌年度へ繰り
越すべき財源 実質収支額

議会費
（議会運営関係事業）

2,718円
〔決算額　2億4205万円〕

総務費
（市政運営管理費など）

43,118円
〔決算額　38億3946万円〕

民生費
（高齢者・子育て支援事業など）

217,771円
〔決算額　193億9144万円〕

衛生費
（ごみ処理事業など）

34,672円
〔決算額　30億8738万円〕

農林水産業費
（農業振興推進事業など）

4,175円
〔決算額　3億7180万円〕

労働費･商工費
（地域産業振興など）

6,507円
〔決算額　5億7945万円〕

土木費
（道路改良維持管理など）

17,186円
〔決算額　15億3028万円〕

消防費･災害復旧費
（消防防災関係事業など）

13,730円
〔決算額　12億2258万円〕

教育費
（小中学校維持管理事業など）

39,757円
〔決算額　35億4014万円〕

公債費
（借入金償還）

23,146円
〔決算額　20億6102万円〕

諸支出金･予備費
（特別会計･公営企業会計繰出など）

65,532円
〔決算額　58億3527万円〕
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五条川斎苑

アマノギフト

タブレット端末を活用した授業  

令和2年度の主な事業を報告します
新型コロナウイルス感染症対策
アマノギフト事業（1億2545万円）
新型コロナウイルス感染症の影響を受けている高齢者に、協力事業者が市内で取り扱う商品
又は提供するサービスを掲載したカタログギフトを送付し、高齢者と市内事業者を支援しまし
た。
新型コロナウイルス感染症対策子育て世帯応援給付金の給付（1億2817万円）
学校等の臨時休業や保育園等の登園自粛などの影響を受けている子育
て世帯を、市独自に支援するため、0歳から高校1年生までを対象に、1人に
つき1万円を支給しました。
「新しい生活様式」普及促進協力金の交付（7541万円）
国の提唱する「新しい生活様式」の早期普及啓発に協力いただくととも
に、具体的な取組を実践した市内中小企業者等の事業継続を下支えするた
め、市独自の協力金を交付しました。
特別定額給付金の給付（89億5139万円）
国の新型コロナウイルス感染症緊急経済対策として、迅速かつ的確に家
計への支援を行うため、1人当たり10万円を支給しました。
新型コロナウイルスワクチン接種事業（2739万円）
市民を対象に安全で円滑にワクチン接種ができる環境を整備しました。
心身ともに健康で、いきいきと暮らせるまち
病児病後児保育の拡充（1150万円）
あま市民病院に加え、新たに民間医療機関で実施しました。
安全が確保され、安心で快適に暮らせるまち
防災ハザードマップの見直し・配布（626万円）
新たな基準に基づいた防災ハザードマップを作成し、全戸配
布しました。
木田排水機場調整池の整備（1億1265万円）
木田駅周辺の浸水被害を軽減するため木田排水機場調整池の
拡張工事を行いました。
五条広域事務組合の斎場建設への負担金（6億2147万円）
五条広域事務組合が施工する斎場建設に対し、負担金を支出
しました。
郷土に誇りと愛着が持てる、魅力あるまち
小中学校ICT化の推進（7億8053万円）
国が提唱する「GIGAスクール構想」の実現に向けて、市内小
中学校の児童生徒1人に1台のタブレット端末を整備しました。
自らの力で歩み続ける、活力のあるまち
新庁舎の整備（12億0788万円）
令和5年5月開庁に向け、新庁舎整備工事を進めました。
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令和2年度決算に基づく市の財政運営健全度を見てみよう
「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」では、地方公共団体の財政状況を統一的な指
標で公表することが定められています。
市では、すべての一般会計・特別会計・公営企業会計において、国が定める基準（早期健全化
基準及び経営健全化基準）を下回り、健全な水準が確保されています。

地方公共団体の最も主要な会計である「一般会計」等に生じている赤字の
大きさを、その地方公共団体の財政規模に対する割合で表したものです。
公立病院や下水道など公営企業を含む「地方公共団体の全会計」に生じて
いる赤字の大きさを、財政規模に対する割合で表したものです。
地方公共団体の借入金（地方債）の返済額（公債費）の大きさを、その地方
公共団体の財政規模に対する割合で表したものです。
地方公共団体の借入金（地方債）など現在抱えている負債の大きさを、そ
の地方公共団体の財政規模に対する割合で表したものです。

○ 実 質 赤 字 比 率

○ 連結実質赤字比率

○ 実質公債費比率

○ 将 来 負 担 比 率

公営企業の資金不足を、公営企業の事業規模である料金収入の規模と比
較して指標化し、経営状態の悪化の度合いを表したものです。

○ 資 金 不 足 比 率

健全化判断比率の状況

資金不足比率の状況

引き続き、行財政改革を進め、健全な財政運営に努めてまいります。
令和2年度決算成果を詳しく知りたい方は、「令和2年度主要施策成果報告書（PDF
版）」をご覧ください。
https://www.city.ama.aichi.jp/_res/projects/default_project/_page_/00
1/002/659/syuyouseikaR2.pdf

問合先　　財政課　☎444・1714　FAX444・0982

健
全
化
判
断
比
率

財政指標 令和2年度 令和元年度 増減 早期健全化基準 財政再生基準

 連結実質赤字比率 （赤字なし） （赤字なし） － 17.57％ 30.00％

 実質赤字比率 （赤字なし） （赤字なし） － 12.57％ 20.00％

財政指標 令和2年度 令和元年度 増減 経営健全化基準

水 道 事 業 会 計

簡易水道事業会計

下 水 道 事 業 会 計

病 院 事 業 会 計

（不足額なし） （不足額なし） － 20.00％

実質公債費比率 6.2％ 6.8％ △0.6 25.00％ 35.00％

将来負担比率 40.2％ 27.2％ ＋13.0 350.00％

5 令和3年11月号



東京2020オリンピック競技大会において、あま市出身の武藤 弘樹選手がアーチェリー男子
団体にて銅メダルを獲得、同じくあま市出身の加納 虹輝選手がフェンシング男子エペ団体にて
金メダルを獲得されました。
市の名声を高め、市民に夢と明るい希望を与えてくださった功績を称えるため、市民栄誉賞表
彰制度を創設し、武藤選手、加納選手を最初の受賞者と
して表彰しました。
表彰式は、10月4日（月）に市役所本庁舎にて開催し、
村上市長より、武藤選手、加納選手に賞状楯と記念品を
贈呈いたしました。
また、併せてスポーツ顕彰制度による、スポーツ栄誉大
賞として、賞状と記念品を贈呈いたしました。
問合先　人事秘書課　☎444・1713　FAX444・1351

スポーツ課　☎441・5001　FAX442・5177

むとう

かのう こうき

ひろき

東京2020オリンピック競技大会アーチェリー男子団体
武藤 弘樹選手銅メダル獲得おめでとう

東京2020オリンピック競技大会メダリスト
あま市出身 武藤弘樹選手、加納虹輝選手に市民栄誉賞を贈呈

あま市出身の武藤 弘樹選手が、標記大会の結果を報告するために、8月23日（月）に市長を表敬
訪問されました。
武藤選手は、「あま市及び出身の上萱津コミュニティで横断幕を出していただき、地元から応援を

してもらえるのをひしひしと感じておりました。メダルを持って帰ってきて、いろんな人に喜んでもら
えて本当に良かったと思います」と語られました。
市長からは「銅メダル本当におめでとうございます。武藤選手とは、学生の時に表敬訪問でお会い

しましたが、その時はオリンピックに出場したいと言っ
ていたのを今でもはっきり覚えています。その夢が叶
い、オリンピックに出場し、メダルを獲得されたこと
は、あま市民、あま市として大変光栄なことであり、誇
りだと思っております。健康には十分注意していただ
き、これからも頑張ってください」と激励の言葉があり
ました。
なお、武藤選手と加納 虹輝選手（東京2020オリン

ピック競技大会フェンシング男子エペ団体で金メダルを獲得）のユニフォームや用具、応援への感謝
を伝える直筆サイン色紙などをご厚意により9月末まで展示させていただき、大変多くの方が見学に
見えました。ご厚意ありがとうございました。

問合先　スポーツ課　☎441・5001　FAX442・5177

むとう ひろき

かのう こうき
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パソコン、スマートフォン等から「国税庁ウェブサイト」へアクセスし、画面案内に従って入力するだ
けで、申告書が作成できます。
マイナンバーカードを利用すると、マイナポータル連携により控除証明書等の必要書類のデータを
一括取得し、自動入力が可能となります。
申告書の作成は、国税庁ウェブサイト（https://www.nta.go.jp）をご利用ください。

確定申告は、自宅等からのe-Taxが便利です

虐待の相談・通報はこちらへ
児童虐待　☎444・3173（子育て支援課）または ☎189（児童相談所全国共通ダイヤル、24時間対応）
障がい者虐待　☎444・3135（社会福祉課）
高齢者虐待 　☎444・3141（高齢福祉課） 
※市役所は平日午前8時30分～午後5時15分（夜間・休日は宿日直につながります）
※FAX番号　443・3555（共通）

巡回バスニュース

【あま市巡回バスの新型コロナウイルス感染症予防対策について】
あま市巡回バスでは、乗降口の開閉など車内換気や座席のアル
コール消毒を行い、新型コロナウイルス感染拡大防止を徹底してお
ります。利用者の皆さま方におかれましても、マスクの着用や座席間
隔を空けて着席するなど、感染拡大の防止にご協力をお願いします。

問合先　企画政策課　☎444・1712　FAX444・0982

右回り左回り 右回り左回り 右回り左回り 計東部巡回ルート南部巡回ルート北部巡回ルート運行
日数

累計（平成29年
10月31日～）  612 5,400人 4,316人 5,570人 6,872人 1,948人 2,138人 26,244人

 12 101人 83人 85人 70人 27人 39人 405人令和3年9月

〔利用状況〕

感染防止（安全確保）のため自宅等からの申告にご協力をお願いします。

申告書の作成はこちらから！
（スマホ専用画面）

問合先　津島税務署個人課税部門　☎0567・26・2161

★マイナンバーカードで自宅等から送信！
★最寄りの税務署でＩＤ・ＰＷを取得して
自宅等から送信！

e-Taxがより
簡単・便利に！

7 令和3年11月号



市民活動の活性化を推進するため、自主的に行う公益的な事業に要する経費の一部を補助しま
す。
対象団体
市内に活動拠点を有し、市内において継続的に市民活動を行っている、または新規に行う意思
があると認められる5人以上で構成された団体で、組織の運営に関する規約、会則などの定めが
あるもの。
対象事業
令和4年4月1日から令和5年3月31日までに実施される市民活動の事業で、原則、市内全域を
対象とした公益性の高いもの。
※他の助成制度などの補助を受けていない事業に限ります。
補助金の種類及び限度額等

※補助金額については、令和4年3月議会での「令和4年度あま市一般会計予算」議決後の当該補
助事業にかかる予算の範囲内となります。
※補助金の交付は、1団体につき1事業、かつ同一年度内において1回のみです。
応募期間
11月1日（月）から11月30日（火）まで（土・日曜・祝日を除く）
午前8時30分から午後5時15分まで

応募方法
要望書に必要書類を添えて企画政策課（本庁舎）へ提出してください。
※事前相談を兼ねて募集要領を配布しますので、応募される方は上記期間中に必ず企画政策課に
お越しください。

審査選考方法
公益性、創造性、自発性、継続性などの項目について書類審査し、必要に応じて、応募団体への

ヒアリング、プレゼンテーションを実施します。選考結果は、令和4年3月下旬に通知するとともに、
市公式ウェブサイト等で公表します。

問合先　企画政策課市民協働係　☎444・1712　FAX444・0982

令和4年度市民活動推進事業補助金 事業提案募集について

放置するとこわい！脂質異常症
脂質異常症とは
脂質異常症とは、血液中の脂質のバランス
が崩れている状態のことをいいます。
コレステロールや中性脂肪などは、血中脂
質の一種でからだにとって大切な成分です
が、食べ過ぎ・多量飲酒・喫煙・運動不足など
の生活習慣を続けていると、血中脂質のバラ
ンスが崩れます。
その結果、動脈硬化が促進され、心筋梗塞
や脳梗塞などの命に関わる病気を招くことも
あります。
健診を受け数値が高めだった方は、生活習
慣を見直し、できることからはじめましょう。

②お酒は適量
・休肝日をつくる
・1日に、ビールなら500ml、日本酒なら
1合が適量（女性はその半分）

③運動する
・脂肪を燃やす有酸素運動（ウォーキング等）
・脂肪を燃やしやすくする筋トレ

問合先　保険医療課（保健事業グループ）　☎462・6683　FAX443・3555

①摂取エネルギー量を減らす
・肉類は脂質の少ない部位を選ぶ
・「ゆでる、蒸す」など調理方法を工夫する

補助金の種類 自立促進事業 活性化事業
対象団体（令和4年4月1日時点で） 設立後1年未満の団体 設立後1年以上の団体
補助回数及び限度額 10万円（上限） 同一事業で3年度 補助対象経費の2分の1以内（上限20万円）
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このページはボランティアの市民の方が取材・作成していますあま市

（令和3年4月1日開設、7月1日から一般向け開所）
って、どんなところ？

新型コロナウイルス感染症が猛威を振るう中、改めて頼れる人が身近にいるか不安
になっていませんか？
事故や病気、老化によって認知症になることも、誰にでも起こりうることです。そん
な時、財産や各種手続きなど、自分でできなくなった時や、お子さんに障がいがあり将
来が不安だという方、頼れる人がいないので前以て依頼したいなど、無料で相談に乗っ
ていただける窓口です。少し難しい制度ですが『成年後見制度』の手続きなど、相談がで
きます。大切な財産を詐欺などで失わないためにも、無料の相談先があると知っておく
だけでも安心ですね！

せい ねん こう けん せい ど

電話：444・3135　（社会福祉課直通）
場所：あま市役所甚目寺庁舎内1階　5番窓口　社会福祉課◆相談無料◆

※相談者の秘密は守ります。
相談受付時間：平日の午前9時～午後5時
（土・日曜・祝日、年末年始を除きます）

■編集後記■
コロナ禍で取材が制限される中、市民にとって良い情報はお伝えしたいと思い、今回取材しました。
認知症の方や家族の支援をするボランティアをしています。8月13日（金）には、若年性認知症の講
演会に友人を誘って参加しました。いつ何時、病魔に侵されるか、他人ごとではありません。コツコ
ツ貯めたお金は自分のために使いたいですものね！ （by市民記者　あみゅ）

知って安心

聞いて納得

市民記者あまライターレポート

「権利擁護センター」
けん り よう ご

「権利擁護センター」
けん り よう ご

ご相談は窓口やお電話でお受けするほか、
随時訪問による面談も行います。
お気軽にご相談ください。

このページは、ボランティアの市民の方が取材・作成しています。
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■

shogai@city.ama.lg.jp

甚目寺庁舎に
手話通訳者を配置しています
火曜日　午前 9時～正午、午後1時～4時
木曜日　午前 9時～正午
※上記以外の曜日、または甚目寺
庁舎以外でのご利用につきまし
ては、お問い合わせください。
問合先　社会福祉課
☎444・3135　FAX443・3555

間
時
庁
開

前
午

８
時

後
午

５
時

分

日
庁
閉

日
祝
・
曜
日
・
土

子
育
て
応
援
！

フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・セ
ン
タ
ー

提
供
会
員
を
募
集
し
ま
す
！

提
供
会
員
に
な
っ
て
、地
域
の
子
育
て

を
支
え
合
う
お
手
伝
い（
お
子
さ
ん
の
送

迎
・
一
時
預
か
り
）を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
1
時
間
7
0
0
円

〜
）

対
象
　
あ
ま
市
、ま
た
は
大
治
町
在
住
で

20
歳
以
上
の
育
児
経
験
者
、ま
た
は
保

育
士
資
格
等
を
有
す
る
方
。

※

養
成
講
座
の
受
講
が
必
要
で
す
。

養
成
講
座

日
時
　
11
月
24
日
（水）
、25
日
（木）
、26
日
（金）
、

30
日
（火）

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3
時
15
分

12
月
1
日
（水）

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
0
時

場
所
　
あ
ま
市
甚
目
寺
公
民
館

定
員
　
9
人

無
料
託
児
有
り
。（
生
後
4
ヶ
月
か
ら
未

就
学
時
ま
で
。11
月
17
日
（水）
ま
で
に
要

予
約
、定
員
有
り
）

申
込
　
11
月
17
日
（水）
ま
で
に
電
話
、ま
た

は
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
申
込　
件
名「
養
成
講
座
申
込
み
」、

本
文
に「
氏
名
、電
話
番
号
、受
講
日
、託

児
の
有
無（
有
は
名
前
、月
齢
・
年
齢
）」

を
記
入
し
て
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
あ
ま
市
・
大
治
町
広
域
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
務
局（
甚

目
寺
庁
舎
子
育
て
支
援
課
内
）

☎
4
6
2・0
1
5
0
　

am
a-harufam

isapo@
clovernet

.ne.jp
令
和
3
年
度
　
冬
休
み
の
児
童
ク
ラ
ブ

利
用
申
込
を
受
け
付
け
ま
す

対
象
児
童
　
保
護
者
が
労
働
等
に
よ
り
昼

間
家
庭
に
い
な
い
市
内
の
小
学
校
に
就

学
し
て
い
る
児
童

※

利
用
児
童
が
定
員
を
超
え
た
児
童
ク
ラ

ブ
は
利
用
を
お
断
り
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

※

学
校
区
外
の
ク
ラ
ブ
も
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
に
つ
い
て

期
間
　
11
月
6
日
㈯
か
ら
11
月
20
日
㈯
ま

で（
受
付
時
間
は
午
前
9
時
か
ら
午
後

5
時
）

場
所
　
各
児
童
館（
日
曜・祝
日
は
閉
館
）

※

利
用
申
込
に
関
す
る
書
類
は
、児
童
館・

子
育
て
支
援
課（
甚
目
寺
庁
舎
）で
配
布

し
て
い
ま
す
。

利
用
に
つ
い
て

期
間
　
12
月
24
日
（金）
か
ら
令
和
4
年
1
月

6
日
（木）
ま
で（
利
用
時
間
は
午
前
8
時

〜
午
後
6
時
30
分
）

※

日
曜・祝
日・年
末
年
始（
12
月
29
日
（水）

〜
1
月
3
日
（月）
）は
閉
所

※
早
朝
延
長
利
用
時
間（
1
日
1
0
0
円
）

・
午
前
7
時
30
分
〜
8
時

・
午
後
6
時
30
分
〜
7
時

負
担
金
　
冬
休
み
期
間
中
利
用
の
方　

5
，0
0
0
円

※

一
世
帯
で
2
人
以
上
同
時
利
用
の
場
合

は
、
2
人
目
以
降
の
利
用
料
金
を
半
額

免
除
し
ま
す
。

問
合
先

【
七
宝
地
区
】

七
宝
児
童
館

☎・FAX
4
4
2・2
5
5
0

【
美
和
地
区
】

美
和
児
童
館

☎・FAX
4
4
3・5
4
5
4

【
甚
目
寺
地
区
】

甚
目
寺
中
央
児
童
館（
甚
目
寺
東
小
学

校
）

☎
4
4
2・8
0
3
6

FAX
4
4
3・5
4
6
1

甚
目
寺
北
児
童
館（
甚
目
寺
東
小
学
校
）

☎
4
4
5・1
3
6
7

FAX
4
4
5・0
3
4
6

甚
目
寺
南
児
童
館（
甚
目
寺
南
小
学
校
）

☎
4
4
3・1
7
5
3

FAX
4
4
3・9
9
9
2

甚
目
寺
西
児
童
館（
甚
目
寺
小
学
校・甚

目
寺
西
小
学
校
）

☎
4
4
2・0
0
8
3

FAX
4
4
2・3
0
6
8

子
育
て
支
援
課（
甚
目
寺
庁
舎
）

☎
4
4
4・3
1
7
3

FAX
4
4
3・3
5
5
5

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金（
ひ

と
り
親
世
帯
以
外
の
世
帯
分
）の
ご
案
内

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

影
響
が
長
期
化
す
る
中
で
、低
所
得
の
子
育

て
世
帯
に
対
し
、そ
の
実
情
を
踏
ま
え
た
生

活
支
援
を
行
う
観
点
か
ら
、子
育
て
世
帯
生

活
支
援
特
別
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
対
象
者

次
の
う
ち
、い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①　
令
和
3
年
4
月
分
の
児
童
手
当
ま
た

は
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受

け
て
お
り
、令
和
3
年
度
分
の
住
民

税
均
等
割
が
非
課
税
の
方

②　
令
和
3
年
5
月
か
ら
令
和
4
年
3
月

ま
で
の
い
ず
れ
か
の
月
の
分
の
児
童

手
当
ま
た
は
特
別
児
童
扶
養
手
当
の

支
給
を
受
け
て
お
り
、令
和
3
年
度

分
の
住
民
税
均
等
割
が
非
課
税
の
方

③　

①
ま
た
は
②
の
対
象
者
の
ほ
か
、支

給
対
象
児
童
の
養
育
者
で
、令
和
3

年
度
分
の
住
民
税
均
等
割
が
非
課
税

の
方

④　

支
給
対
象
児
童
の
養
育
者
で
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を

受
け
て
家
計
が
急
変
し
、申
請
者
及

び
配
偶
者
の
令
和
3
年
1
月
以
降
の

収
入
が
住
民
税
均
等
割
非
課
税
の
水

準
に
下
が
っ
た
方

支
給
対
象
児
童

平
成
15
年
4
月
2
日
か
ら
令
和
4
年
2

月
28
日
生
ま
れ
の
児
童（
障
が
い
が
あ
る

場
合
は
平
成
13
年
4
月
2
日
生
ま
れ
以
降

の
児
童
）

支
給
額

児
童
1
人
当
た
り
一
律
5
万
円

申
請
期
間

①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
方

申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
ま
た
は
④
に
該
当
す
る
方

令
和
4
年
2
月
28
日
（月）
ま
で
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

※

申
請
書
は
、子
育
て
支
援
課（
甚
目
寺
庁

舎
）、美
和
・
七
宝
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
配
付
し
て
い
ま
す
。

支
給
時
期

①
に
該
当
す
る
方

7
月
20
日
（火）
に
支
払
済

②
に
該
当
す
る
方

児
童
手
当
の
認
定
次
第
、随
時
支
払

※

該
当
者
に
は
、案
内
及
び
支
払
通
知
を

送
付
し
ま
す
の
で
、ご
確
認
く
だ
さ
い
。

③
ま
た
は
④
に
該
当
す
る
方

申
請
か
ら
約
2
〜
3
週
間
後

※

支
払
通
知
を
送
付
し
ま
す
の
で
、ご
確

認
く
だ
さ
い
。

申
請
場
所

子
育
て
支
援
課（
甚
目
寺
庁
舎
）

問
合
先
　
子
育
て
支
援
課

☎
4
4
4・3
1
7
3

FAX
4
4
3・3
5
5
5

市政ニュース

子
育
て
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小規模保育施設は、保護者の就労または疾病等のために家庭で保育ができない0から2歳児クラ

スのお子様を保護者に代わって保育する施設です。

入園を希望される方は、各施設へ直接お問い合わせください。

施設の特徴について

・職員全員が保育士資格を有しています。

・少人数のため、保育士がお子様との「きずな」を感じ、個々のお子様の成長の度合いに合わせ、ゆっ

くり丁寧に保育を行うことができます。

問合先　パオパオルーム　☎443・7355

パオパオルームⅡ　☎526・6550

≪小規模保育施設一覧表≫

小規模保育施設についてのご案内

子
育
て
応
援
！

フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・セ
ン
タ
ー

提
供
会
員
を
募
集
し
ま
す
！

提
供
会
員
に
な
っ
て
、地
域
の
子
育
て

を
支
え
合
う
お
手
伝
い（
お
子
さ
ん
の
送

迎
・
一
時
預
か
り
）を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
1
時
間
7
0
0
円

〜
）

対
象
　
あ
ま
市
、ま
た
は
大
治
町
在
住
で

20
歳
以
上
の
育
児
経
験
者
、ま
た
は
保

育
士
資
格
等
を
有
す
る
方
。

※

養
成
講
座
の
受
講
が
必
要
で
す
。

養
成
講
座

日
時
　
11
月
24
日
（水）
、25
日
（木）
、26
日
（金）
、

30
日
（火）

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3
時
15
分

12
月
1
日
（水）

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
0
時

場
所
　
あ
ま
市
甚
目
寺
公
民
館

定
員
　
9
人

無
料
託
児
有
り
。（
生
後
4
ヶ
月
か
ら
未

就
学
時
ま
で
。11
月
17
日
（水）
ま
で
に
要

予
約
、定
員
有
り
）

申
込
　
11
月
17
日
（水）
ま
で
に
電
話
、ま
た

は
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
申
込　
件
名「
養
成
講
座
申
込
み
」、

本
文
に「
氏
名
、電
話
番
号
、受
講
日
、託

児
の
有
無（
有
は
名
前
、月
齢
・
年
齢
）」

を
記
入
し
て
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
あ
ま
市
・
大
治
町
広
域
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
務
局（
甚

目
寺
庁
舎
子
育
て
支
援
課
内
）

☎
4
6
2・0
1
5
0
　

am
a-harufam

isapo@
clovernet

.ne.jp

令
和
3
年
度
　
冬
休
み
の
児
童
ク
ラ
ブ

利
用
申
込
を
受
け
付
け
ま
す

対
象
児
童
　
保
護
者
が
労
働
等
に
よ
り
昼

間
家
庭
に
い
な
い
市
内
の
小
学
校
に
就

学
し
て
い
る
児
童

※

利
用
児
童
が
定
員
を
超
え
た
児
童
ク
ラ

ブ
は
利
用
を
お
断
り
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

※

学
校
区
外
の
ク
ラ
ブ
も
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
に
つ
い
て

期
間
　
11
月
6
日
㈯
か
ら
11
月
20
日
㈯
ま

で（
受
付
時
間
は
午
前
9
時
か
ら
午
後

5
時
）

場
所
　
各
児
童
館（
日
曜・祝
日
は
閉
館
）

※

利
用
申
込
に
関
す
る
書
類
は
、児
童
館・

子
育
て
支
援
課（
甚
目
寺
庁
舎
）で
配
布

し
て
い
ま
す
。

利
用
に
つ
い
て

期
間
　
12
月
24
日
（金）
か
ら
令
和
4
年
1
月

6
日
（木）
ま
で（
利
用
時
間
は
午
前
8
時

〜
午
後
6
時
30
分
）

※

日
曜・祝
日・年
末
年
始（
12
月
29
日
（水）

〜
1
月
3
日
（月）
）は
閉
所

※

早
朝
延
長
利
用
時
間（
1
日
1
0
0
円
）

・
午
前
7
時
30
分
〜
8
時

・
午
後
6
時
30
分
〜
7
時

負
担
金
　
冬
休
み
期
間
中
利
用
の
方　

5
，0
0
0
円

※

一
世
帯
で
2
人
以
上
同
時
利
用
の
場
合

は
、
2
人
目
以
降
の
利
用
料
金
を
半
額

免
除
し
ま
す
。

問
合
先

【
七
宝
地
区
】

七
宝
児
童
館

☎・FAX
4
4
2・2
5
5
0

【
美
和
地
区
】

美
和
児
童
館

☎・FAX
4
4
3・5
4
5
4

【
甚
目
寺
地
区
】

甚
目
寺
中
央
児
童
館（
甚
目
寺
東
小
学

校
）

☎
4
4
2・8
0
3
6

FAX
4
4
3・5
4
6
1

甚
目
寺
北
児
童
館（
甚
目
寺
東
小
学
校
）

☎
4
4
5・1
3
6
7

FAX
4
4
5・0
3
4
6

甚
目
寺
南
児
童
館（
甚
目
寺
南
小
学
校
）

☎
4
4
3・1
7
5
3

FAX
4
4
3・9
9
9
2

甚
目
寺
西
児
童
館（
甚
目
寺
小
学
校・甚

目
寺
西
小
学
校
）

☎
4
4
2・0
0
8
3

FAX
4
4
2・3
0
6
8

子
育
て
支
援
課（
甚
目
寺
庁
舎
）

☎
4
4
4・3
1
7
3

FAX
4
4
3・3
5
5
5

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金（
ひ

と
り
親
世
帯
以
外
の
世
帯
分
）の
ご
案
内

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

影
響
が
長
期
化
す
る
中
で
、低
所
得
の
子
育

て
世
帯
に
対
し
、そ
の
実
情
を
踏
ま
え
た
生

活
支
援
を
行
う
観
点
か
ら
、子
育
て
世
帯
生

活
支
援
特
別
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
対
象
者

次
の
う
ち
、い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①　
令
和
3
年
4
月
分
の
児
童
手
当
ま
た

は
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受

け
て
お
り
、令
和
3
年
度
分
の
住
民

税
均
等
割
が
非
課
税
の
方

②　
令
和
3
年
5
月
か
ら
令
和
4
年
3
月

ま
で
の
い
ず
れ
か
の
月
の
分
の
児
童

手
当
ま
た
は
特
別
児
童
扶
養
手
当
の

支
給
を
受
け
て
お
り
、令
和
3
年
度

分
の
住
民
税
均
等
割
が
非
課
税
の
方

③　

①
ま
た
は
②
の
対
象
者
の
ほ
か
、支

給
対
象
児
童
の
養
育
者
で
、令
和
3

年
度
分
の
住
民
税
均
等
割
が
非
課
税

の
方

④　

支
給
対
象
児
童
の
養
育
者
で
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を

受
け
て
家
計
が
急
変
し
、申
請
者
及

び
配
偶
者
の
令
和
3
年
1
月
以
降
の

収
入
が
住
民
税
均
等
割
非
課
税
の
水

準
に
下
が
っ
た
方

支
給
対
象
児
童

平
成
15
年
4
月
2
日
か
ら
令
和
4
年
2

月
28
日
生
ま
れ
の
児
童（
障
が
い
が
あ
る

場
合
は
平
成
13
年
4
月
2
日
生
ま
れ
以
降

の
児
童
）

支
給
額

児
童
1
人
当
た
り
一
律
5
万
円

申
請
期
間

①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
方

申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
ま
た
は
④
に
該
当
す
る
方

令
和
4
年
2
月
28
日
（月）
ま
で
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

※

申
請
書
は
、子
育
て
支
援
課（
甚
目
寺
庁

舎
）、美
和
・
七
宝
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
配
付
し
て
い
ま
す
。

支
給
時
期

①
に
該
当
す
る
方

7
月
20
日
（火）
に
支
払
済

②
に
該
当
す
る
方

児
童
手
当
の
認
定
次
第
、随
時
支
払

※

該
当
者
に
は
、案
内
及
び
支
払
通
知
を

送
付
し
ま
す
の
で
、ご
確
認
く
だ
さ
い
。

③
ま
た
は
④
に
該
当
す
る
方

申
請
か
ら
約
2
〜
3
週
間
後

※

支
払
通
知
を
送
付
し
ま
す
の
で
、ご
確

認
く
だ
さ
い
。

申
請
場
所

子
育
て
支
援
課（
甚
目
寺
庁
舎
）

問
合
先
　
子
育
て
支
援
課

☎
4
4
4・3
1
7
3

FAX
4
4
3・3
5
5
5

市政ニュース

保育施設名 住　所 電話番号 対象児童 利用定員

 パオパオルーム（学校法人） 木田宮前6番地 443・7355 満6か月～ 17人

 パオパオルームⅡ（学校法人） 木田飛江ノ見63番地1 526・6550 満6か月～ 19人

11 令和3年11月号



保
育
園
会
計
年
度
任
用
職
員（
保
育
士
）

募
集

業
務
内
容　
保
育
補
助
業
務

賃
金　
市
の
規
定
に
基
づ
き
支
給

※

通
勤
手
当
は
距
離
に
応
じ
て
支
給

勤
務
地　
市
立
保
育
園

勤
務
時
間　
午
前
7
時
30
分
〜
午
後
7
時

（
う
ち
7
時
間
以
内
勤
務
、休
憩
1
時
間

有
）、週
5
日
以
内

応
募
資
格　
保
育
士
資
格
を
有
す
る
方

提
出
書
類　

履
歴
書（
写
真
貼
付
）、資
格

証
の
写
し

※

後
日
依
頼
の
と
き
に
健
康
診
断
書

提
出
先　
子
育
て
支
援
課（
甚
目
寺
庁
舎
）

※

書
類
提
出
後
、面
接
の
う
え
決
定
し
ま

す
。

問
合
先　
子
育
て
支
援
課

☎
4
4
4・3
1
7
3

FAX
4
4
3・3
5
5
5

個
人
事
業
税
第
二
期
分
の
納
付
を
お
忘

れ
な
く

個
人
事
業
税
の
第
二
期
分
の
納
期
限
は

11
月
30
日
（火）
で
す
。

第
2
期
分
の
納
付
書
は
、8
月
に
お
送

り
し
た
納
税
通
知
書
に
同
封
し
て
お
り
ま

す
の
で
、次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。（
な
お
、納
付
書
を
紛
失

さ
れ
た
方
は
管
轄
の
県
税
事
務
所
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

納
付
場
所
及
び
納
付
方
法

・
金
融
機
関
、県
税
事
務
所
の
窓
口

・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、M
M
K
設

置
店

・
P
a
y-

e
a
s
y（
ペ
イ
ジ
ー
）に
対

応
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ

ま
た
は
A
T
M

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
で
の
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ（
P
a

y
P
a
y
、L
I
N
E　

P
a
y
及

び
P
a
y
B
）に
よ
る
納
付

※

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、M
M
K
設

置
店
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ

に
よ
る
納
付
に
つ
い
て
は
、納
付
書
の

納
付
金
額
が
30
万
円
以
下
の
も
の
に
限

り
ま
す
。

そ
の
他　

領
収
証
書
が
必
要
な
方
は
、金

融
機
関（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
除
く
）の
窓

口
、県
税
事
務
所
の
窓
口
ま
た
は
、コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、M
M
K
設
置
店

で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、納
付
に
は
便
利
で
安
全
な
口
座

振
替
の
制
度
も
あ
り
ま
す
。ご
希
望
の
方

は
口
座
を
開
設
し
て
い
る
金
融
機
関
の
窓

口
で
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
西
尾
張
県
税
事
務
所　

県
民
税・事
業
税
第
二
グ
ル
ー
プ

☎
0
5
8
6・4
5・3
1
6
9

https://w
w
w
.pref.aichi.jp/soshi

ki/zeim
u/

固
定
資
産（
償
却
資
産
）の
簡
易
申
告
の

ご
案
内

市
で
は
、前
年
度
の
申
告
内
容
で
償
却

資
産
の
課
税
標
準
額
の
合
計
額
が
1
5
0

万
円
未
満
の
た
め
免
税
に
な
る
と
見
込
ま

れ
る
方
は
、償
却
資
産
申
告
書
に
代
え
て

往
復
は
が
き
に
よ
る
簡
易
申
告
書
を
11
月

上
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

た
だ
し
、往
復
は
が
き
に
よ
る
簡
易
申

告
書
を
提
出
さ
れ
た
場
合
で
も
、資
産
の

増
減
が
あ
る
場
合
は
、再
度
、償
却
資
産
申

告
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

償
却
資
産
申
告
書
の
様
式
は
、市
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

問
合
先　
税
務
課
固
定
資
産
税
係　

☎
4
4
4・0
5
0
9

FAX
4
4
5・3
8
5
6

https://w
w
w
.city.am

a.aichi.jp/k
urashi/zeikin/kotei/1001948.ht
m
l手

当
支
給
日
の
ご
案
内

11
月
は
、特
別
障
害
者
手
当・障
害
児
福

祉
手
当・経
過
的
福
祉
手
当・特
別
児
童
扶

養
手
当
の
支
給
月
で
す
。

各
手
当
の
振
込
み
予
定
日
は
、次
の
と

お
り
で
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

11
月
10
日
（水）

・
特
別
障
害
者
手
当

・
障
害
児
福
祉
手
当　
　

・
経
過
的
福
祉
手
当

11
月
11
日
（木）

・
特
別
児
童
扶
養
手
当

問
合
先　
社
会
福
祉
課

☎
4
4
4・3
1
3
5

FAX
4
4
3・3
5
5
5

ア
マ
ノ
ギ
フ
ト
申
込
み
を
お
忘
れ
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

9
月
13
日
（月）
に
対
象
の
皆
様
に
発
送
し

た
ア
マ
ノ
ギ
フ
ト
の
申
し
込
み
を
さ
れ
て

い
な
い
方
は
、お
忘
れ
な
く
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

ギ
フ
ト
の
内
容　
市
内
の
協
力
事
業
者
が

取
り
扱
う
商
品
ま
た
は
提
供
す
る
サ
ー

ビ
ス
1
点

対
象
者　
令
和
3
年
8
月
1
日
に
お
い
て

市
に
備
え
る
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ

れ
て
い
る
昭
和
31
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
16
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

申
込
み
方
法　
申
込
ハ
ガ
キ
に
電
話
番
号

と
カ
タ
ロ
グ
の
中
か
ら
希
望
す
る
ギ
フ

ト
番
号
を
記
入
し
て
、郵
送
に
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
み
期
限　
令
和
4
年
1
月
4
日
（火）
必

着
ギ
フ
ト
発
送　
令
和
4
年
2
月
28
日
（月）
ま

で
の
間
に
協
力
事
業
者
か
ら
直
接
発
送

さ
れ
ま
す
。（
随
時
）

問
合
先　
社
会
福
祉
課　
ア
マ
ノ
ギ
フ
ト

お
問
い
合
わ
せ
セ
ン
タ
ー

☎
0
1
2
0・6
0
7・6
6
7

☎
4
4
9・2
4
2
4

FAX
4
4
3・3
5
5
5

「
特
定
保
健
指
導
」を
受
け
ま
し
ょ
う

あ
ま
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
う
ち
、

特
定
健
診
の
受
診
結
果
か
ら
保
健
指
導
が

必
要
と
判
断
さ
れ
た
方
へ「
特
定
保
健
指

導
」の
ご
案
内
と
利
用
券
を
郵
送
し
て
い

ま
す
。

医
療
機
関
や
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
に

よ
る
面
談
を
通
じ
て
、生
活
習
慣
の
振
り

返
り
を
し
、ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た

取
り
組
み
や
す
い
目
標
設
定
を
行
う
こ
と

で
、生
活
習
慣
改
善
を
図
る
た
め
の
サ

ポ
ー
ト
を
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。栄
養・運
動
の
話
や
実
技

の
教
室
、個
別
相
談
会
、訪
問
等
あ
り
ま
す

の
で
ご
都
合
の
良
い
方
法
を
お
選
び
く
だ

さ
い
。

利
用
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、郵
送
さ

れ
た
ご
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

保
険
医
療
課（
保
健
事
業
グ

ル
ー
プ
）

☎
4
6
2・6
6
8
3

FAX
4
4
3・3
5
5
5

年
金
相
談『
相
談
無
料・秘
密
厳
守
』

年
金
に
対
す
る
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す

中
村
年
金
事
務
所
の
職
員
に
よ
る
、年

金
相
談
を
開
催
し
ま
す
。お
気
軽
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。

な
お
、相
談
窓
口
に
み
え
た
本
人
以
外

の
方
の
相
談
に
つ
い
て
は
、夫
婦
、兄
弟
・

姉
妹
等
の
親
族
で
あ
っ
て
も
、相
談
内
容

に
該
当
す
る
本
人
の
委
任
状
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

日
時　
11
月
16
日
（火）

午
前
10
時
〜
正
午
、午
後
1
時
〜
3
時

※

事
前
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
。

場
所　
甚
目
寺
庁
舎　
相
談
室

持
ち
物　

本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
、基

礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
書
類

問
合
先　
中
村
年
金
事
務
所

☎
4
5
3・7
2
0
0

保
険
医
療
課

☎
4
4
4・3
1
6
8

FAX
4
4
3・3
5
5
5

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
期
間

毎
年
11
月
12
日
か
ら
25
日
は
女
性
に
対

す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
期
間
で
す
。

市
で
は
こ
の
期
間
中
、市
民
の
皆
様
に

D
V
に
関
す
る
知
識
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
、甚
目
寺
庁
舎
1
階
玄
関
ロ
ビ
ー
に

て
D
V
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
示
を
実
施
し

ま
す
。ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
12
日
（金）
〜
25
日
（木）

場
所　
甚
目
寺
庁
舎
1
階
玄
関
ロ
ビ
ー

問
合
先　
人
権
推
進
課

☎
4
4
4・0
3
9
8

FAX
4
4
1・8
3
3
0

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間
の
実
施
に
つ
い
て

D
V
、セ
ク
ハ
ラ
、ス
ト
ー
カ
ー
行
為
と

い
っ
た
女
性
に
関
す
る
人
権
問
題
に
つ
い

て
、強
化
週
間
を
設
け
て
相
談
に
応
じ
ま

す
。相
談
内
容
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
の
で
、お
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間　
11
月
12
日
（金）
〜
18
日
（木）

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時　

※

11
月
13
日
（土）
、14
日
（日）
は
午
前
10
時
〜

午
後
5
時

相
談
専
用
電
話（
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
）

☎
0
5
7
0・0
7
0・8
1
0

問
合
先　
名
古
屋
法
務
局
人
権
擁
護
部

☎
0
5
2・9
5
2・8
1
1
1

市政ニュース

税

福
　
祉

募

集
■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■
■■■■■■■■■
■■■■■■■■■
■■■■■■■■■
■■■■■■■■■
■■■■■■■■■
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保
育
園
会
計
年
度
任
用
職
員（
保
育
士
）

募
集

業
務
内
容　
保
育
補
助
業
務

賃
金　
市
の
規
定
に
基
づ
き
支
給

※

通
勤
手
当
は
距
離
に
応
じ
て
支
給

勤
務
地　
市
立
保
育
園

勤
務
時
間　
午
前
7
時
30
分
〜
午
後
7
時

（
う
ち
7
時
間
以
内
勤
務
、休
憩
1
時
間

有
）、週
5
日
以
内

応
募
資
格　
保
育
士
資
格
を
有
す
る
方

提
出
書
類　

履
歴
書（
写
真
貼
付
）、資
格

証
の
写
し

※

後
日
依
頼
の
と
き
に
健
康
診
断
書

提
出
先　
子
育
て
支
援
課（
甚
目
寺
庁
舎
）

※

書
類
提
出
後
、面
接
の
う
え
決
定
し
ま

す
。

問
合
先　
子
育
て
支
援
課

☎
4
4
4・3
1
7
3

FAX
4
4
3・3
5
5
5

個
人
事
業
税
第
二
期
分
の
納
付
を
お
忘

れ
な
く

個
人
事
業
税
の
第
二
期
分
の
納
期
限
は

11
月
30
日
（火）
で
す
。

第
2
期
分
の
納
付
書
は
、8
月
に
お
送

り
し
た
納
税
通
知
書
に
同
封
し
て
お
り
ま

す
の
で
、次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。（
な
お
、納
付
書
を
紛
失

さ
れ
た
方
は
管
轄
の
県
税
事
務
所
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

納
付
場
所
及
び
納
付
方
法

・
金
融
機
関
、県
税
事
務
所
の
窓
口

・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、M
M
K
設

置
店

・
P
a
y-

e
a
s
y（
ペ
イ
ジ
ー
）に
対

応
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ

ま
た
は
A
T
M

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
で
の
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ（
P
a

y
P
a
y
、L
I
N
E　

P
a
y
及

び
P
a
y
B
）に
よ
る
納
付

※

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、M
M
K
設

置
店
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ

に
よ
る
納
付
に
つ
い
て
は
、納
付
書
の

納
付
金
額
が
30
万
円
以
下
の
も
の
に
限

り
ま
す
。

そ
の
他　

領
収
証
書
が
必
要
な
方
は
、金

融
機
関（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
除
く
）の
窓

口
、県
税
事
務
所
の
窓
口
ま
た
は
、コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、M
M
K
設
置
店

で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、納
付
に
は
便
利
で
安
全
な
口
座

振
替
の
制
度
も
あ
り
ま
す
。ご
希
望
の
方

は
口
座
を
開
設
し
て
い
る
金
融
機
関
の
窓

口
で
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
西
尾
張
県
税
事
務
所　

県
民
税・事
業
税
第
二
グ
ル
ー
プ

☎
0
5
8
6・4
5・3
1
6
9

https://w
w
w
.pref.aichi.jp/soshi

ki/zeim
u/

固
定
資
産（
償
却
資
産
）の
簡
易
申
告
の

ご
案
内

市
で
は
、前
年
度
の
申
告
内
容
で
償
却

資
産
の
課
税
標
準
額
の
合
計
額
が
1
5
0

万
円
未
満
の
た
め
免
税
に
な
る
と
見
込
ま

れ
る
方
は
、償
却
資
産
申
告
書
に
代
え
て

往
復
は
が
き
に
よ
る
簡
易
申
告
書
を
11
月

上
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

た
だ
し
、往
復
は
が
き
に
よ
る
簡
易
申

告
書
を
提
出
さ
れ
た
場
合
で
も
、資
産
の

増
減
が
あ
る
場
合
は
、再
度
、償
却
資
産
申

告
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

償
却
資
産
申
告
書
の
様
式
は
、市
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

問
合
先　
税
務
課
固
定
資
産
税
係　

☎
4
4
4・0
5
0
9

FAX
4
4
5・3
8
5
6

https://w
w
w
.city.am

a.aichi.jp/k
urashi/zeikin/kotei/1001948.ht
m
l手

当
支
給
日
の
ご
案
内

11
月
は
、特
別
障
害
者
手
当・障
害
児
福

祉
手
当・経
過
的
福
祉
手
当・特
別
児
童
扶

養
手
当
の
支
給
月
で
す
。

各
手
当
の
振
込
み
予
定
日
は
、次
の
と

お
り
で
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

11
月
10
日
（水）

・
特
別
障
害
者
手
当

・
障
害
児
福
祉
手
当　
　

・
経
過
的
福
祉
手
当

11
月
11
日
（木）

・
特
別
児
童
扶
養
手
当

問
合
先　
社
会
福
祉
課

☎
4
4
4・3
1
3
5

FAX
4
4
3・3
5
5
5

ア
マ
ノ
ギ
フ
ト
申
込
み
を
お
忘
れ
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

9
月
13
日
（月）
に
対
象
の
皆
様
に
発
送
し

た
ア
マ
ノ
ギ
フ
ト
の
申
し
込
み
を
さ
れ
て

い
な
い
方
は
、お
忘
れ
な
く
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

ギ
フ
ト
の
内
容　
市
内
の
協
力
事
業
者
が

取
り
扱
う
商
品
ま
た
は
提
供
す
る
サ
ー

ビ
ス
1
点

対
象
者　
令
和
3
年
8
月
1
日
に
お
い
て

市
に
備
え
る
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ

れ
て
い
る
昭
和
31
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
16
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

申
込
み
方
法　
申
込
ハ
ガ
キ
に
電
話
番
号

と
カ
タ
ロ
グ
の
中
か
ら
希
望
す
る
ギ
フ

ト
番
号
を
記
入
し
て
、郵
送
に
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
み
期
限　
令
和
4
年
1
月
4
日
（火）
必

着
ギ
フ
ト
発
送　
令
和
4
年
2
月
28
日
（月）
ま

で
の
間
に
協
力
事
業
者
か
ら
直
接
発
送

さ
れ
ま
す
。（
随
時
）

問
合
先　
社
会
福
祉
課　
ア
マ
ノ
ギ
フ
ト

お
問
い
合
わ
せ
セ
ン
タ
ー

☎
0
1
2
0・6
0
7・6
6
7

☎
4
4
9・2
4
2
4

FAX
4
4
3・3
5
5
5

「
特
定
保
健
指
導
」を
受
け
ま
し
ょ
う

あ
ま
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
う
ち
、

特
定
健
診
の
受
診
結
果
か
ら
保
健
指
導
が

必
要
と
判
断
さ
れ
た
方
へ「
特
定
保
健
指

導
」の
ご
案
内
と
利
用
券
を
郵
送
し
て
い

ま
す
。

医
療
機
関
や
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
に

よ
る
面
談
を
通
じ
て
、生
活
習
慣
の
振
り

返
り
を
し
、ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た

取
り
組
み
や
す
い
目
標
設
定
を
行
う
こ
と

で
、生
活
習
慣
改
善
を
図
る
た
め
の
サ

ポ
ー
ト
を
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。栄
養・運
動
の
話
や
実
技

の
教
室
、個
別
相
談
会
、訪
問
等
あ
り
ま
す

の
で
ご
都
合
の
良
い
方
法
を
お
選
び
く
だ

さ
い
。

利
用
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、郵
送
さ

れ
た
ご
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

保
険
医
療
課（
保
健
事
業
グ

ル
ー
プ
）

☎
4
6
2・6
6
8
3

FAX
4
4
3・3
5
5
5

年
金
相
談『
相
談
無
料・秘
密
厳
守
』

年
金
に
対
す
る
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す

中
村
年
金
事
務
所
の
職
員
に
よ
る
、年

金
相
談
を
開
催
し
ま
す
。お
気
軽
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。

な
お
、相
談
窓
口
に
み
え
た
本
人
以
外

の
方
の
相
談
に
つ
い
て
は
、夫
婦
、兄
弟
・

姉
妹
等
の
親
族
で
あ
っ
て
も
、相
談
内
容

に
該
当
す
る
本
人
の
委
任
状
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

日
時　
11
月
16
日
（火）

午
前
10
時
〜
正
午
、午
後
1
時
〜
3
時

※

事
前
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
。

場
所　
甚
目
寺
庁
舎　
相
談
室

持
ち
物　

本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
、基

礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
書
類

問
合
先　
中
村
年
金
事
務
所

☎
4
5
3・7
2
0
0

保
険
医
療
課

☎
4
4
4・3
1
6
8

FAX
4
4
3・3
5
5
5

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
期
間

毎
年
11
月
12
日
か
ら
25
日
は
女
性
に
対

す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
期
間
で
す
。

市
で
は
こ
の
期
間
中
、市
民
の
皆
様
に

D
V
に
関
す
る
知
識
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
、甚
目
寺
庁
舎
1
階
玄
関
ロ
ビ
ー
に

て
D
V
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
示
を
実
施
し

ま
す
。ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
12
日
（金）
〜
25
日
（木）

場
所　
甚
目
寺
庁
舎
1
階
玄
関
ロ
ビ
ー

問
合
先　
人
権
推
進
課

☎
4
4
4・0
3
9
8

FAX
4
4
1・8
3
3
0

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間
の
実
施
に
つ
い
て

D
V
、セ
ク
ハ
ラ
、ス
ト
ー
カ
ー
行
為
と

い
っ
た
女
性
に
関
す
る
人
権
問
題
に
つ
い

て
、強
化
週
間
を
設
け
て
相
談
に
応
じ
ま

す
。相
談
内
容
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
の
で
、お
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間　
11
月
12
日
（金）
〜
18
日
（木）

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時　

※

11
月
13
日
（土）
、14
日
（日）
は
午
前
10
時
〜

午
後
5
時

相
談
専
用
電
話（
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
）

☎
0
5
7
0・0
7
0・8
1
0

問
合
先　
名
古
屋
法
務
局
人
権
擁
護
部

☎
0
5
2・9
5
2・8
1
1
1

市政ニュース

人
　
権

保
険・年
金
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市政ニュース

ま
ち
を
き
れ
い
に

市
内
各
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
ご
み
集

積
所
は
、近
隣
住
民
の
方
に
場
所
の
提
供
、

ま
た
管
理
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。収
集
日
を
守
ら
ず
に
ご
み
を
出
し
た

り
、ご
み
の
出
し
方
が
雑
に
な
っ
て
い
た

り
す
る
と
、カ
ラ
ス
や
野
良
猫
に
荒
ら
さ

れ
る
な
ど
、集
積
所
が
汚
れ
て
し
ま
う
原

因
と
な
り
、ま
ち
の
景
観
を
損
ね
る
だ
け

で
な
く
、交
通
の
妨
げ
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

少
し
の
心
遣
い
で
、自
分
が
暮
ら
す
ま

ち
を
き
れ
い
に
保
ち
ま
せ
ん
か
？

複
数
の
御
家
庭
で
一
ヶ
所
の
集
積
所
に

ご
み
を
出
す
場
合
に
は
、市
か
ら
、カ
ラ
ス

除
け
ネ
ッ
ト
の
貸
出
を
し
て
お
り
ま
す
。

御
要
望
の
方
は
、環
境
衛
生
課（
甚
目
寺
庁

舎
）、七
宝
・
美
和
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
環
境
衛
生
課

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
3・3
5
5
5

ご
み
の
焼
却
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
を
正
規
の
焼
却
炉

を
使
わ
ず
に
、ド
ラ
ム
缶
や
簡
易
焼
却
炉
、

野
外
で
焼
く「
野
焼
き
」は
一
部
の
例
外
を

除
い
て
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

野
焼
き
を
し
て
い
る
人
は
、『
自
分
一
人

く
ら
い
な
ら
大
し
た
影
響
は
な
い
は
ず
』

と
思
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

特
に
塩
化
ビ
ニ
ル
な
ど
の
塩
素
を
含
む

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
燃
や
す
と
、黒
煙

と
と
も
に
臭
い
が
発
生
し
、近
隣
の
迷
惑

と
な
り
ま
す
。そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、燃
や

す
過
程
で
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
の
有
害
物

質
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

家
庭
な
ど
の
ご
み
は
、燃
や
さ
ず
に
分

別
し
て
収
集
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

市
民
一
人
ひ
と
り
の
気
配
り
で
、大
切

な
自
然
環
境
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　
環
境
衛
生
課

☎
4
4
4・3
1
3
2

FAX
4
4
3・3
5
5
5

寄
附
の
お
礼

山
田 

廣
正
様

子
ど
も
の
未
来
応
援
の
た
め
に

現
金
2
0
0
万
円

市
民
の
方

新
居
屋
憩
の
家
の
た
め
に

現
金
10
万
円

ご
厚
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
合
先　
総
務
課

☎
4
4
4・1
7
1
1

FAX
4
4
1・8
3
3
0

環
境・衛
生

寄

附

防
　
犯

交
通
安
全

　交通事故の起こりやすい場所～守って　　・知って　　～Vol .64交通事故の起こりやすい場所～守って　　・知って　　～Vol .64安全 安心
名
称　
森
2
、4
丁
目

場
所　
森
2
丁
目
、4
丁
目

夕
暮
れ
時
、ス
ー
パ
ー
に
向
か
っ
て
、

急
ぐ
様
子
も
な
く
、自
分
の
ペ
ー
ス
で

道
路
を
横
断
す
る
お
年
寄
り
が
い
た
。

こ
こ
は
買
い
物
客
で
に
ぎ
わ
う
場
所
で

あ
り
、乗
用
車
に
原
付
バ
イ
ク
が
追
突

す
る
死
亡
事
故
が
起
き
た
場
所
で
も
あ

る
。こ
の
時
に
亡
く
な
っ
た
の
も
、お
年

寄
り
だ
っ
た
。歩
行
者
は
、店
舗
の
入
り

口
に
近
い
場
所
を
渡
ろ
う
と
す
る
。「
ま

さ
か
」渡
っ
て
く
る
と
は
、で
は
な
く
、

渡
っ
て
く
る「
か
も
し
れ
な
い
」こ
と
を

予
測
し
た
運
転
が
重
要
。（
市
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
掲
載
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
・
あ
！

マ
ッ
プ
か
ら
抜
粋
）

（
危
険
と
感
じ
る
場
所
や
体
験
等
の
情

報
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
）

問
合
先　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

あま市月別窃盗犯発生状況(暫定値)

手　口

計

侵入盗
（空き巣など）

令和３年
8月中
認知件数

前月比

 3件 +1件

 10件 +6件

 9件 -15件

 22件 -8件

乗物盗
（自動車盗など）

非侵入盗
（車上ねらいなど）

問合先　安全安心課
☎４４４・０８６２　FAX４４１・８３３０ 問合先　安全安心課

☎４４４・０８６２　FAX４４１・８３３０

令和３年中
交通事故死亡者数

令和３年8月末現在

地　　域 死者数

愛知県 68人

5人

3人

津島警察署
管内

あま市

森2丁目、4丁目

や
ま
だ

ひ
ろ
ま
さ

14令和3年11月号



市政ニュース

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
12
月
末
ま
で
延
長

し
て
い
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
所
有
者
に
最
大

5
，0
0
0
円
分
の
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す

る「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
」に
つ
い
て
、
9
月

末
ま
で
と
さ
れ
て
い
た
申
し
込
み
手
続
き

期
間
を
12
月
末
ま
で
延
長
し
て
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
は
、令
和
3
年
4
月

末
日
ま
で
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交

付
申
請
を
し
た
人
を
対
象
に
、キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
で
使
え
る
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン

ト
が
付
与
さ
れ
る
総
務
省
の
事
業
で
す
。

問
合
先　
情
報
推
進
課

☎
4
4
4・1
3
7
3

FAX
4
4
4・0
9
8
2

11
月
は「
労
働
保
険
未
手
続
事
業
一
掃

強
化
期
間
」で
す

法
人
・
個
人
を
問
わ
ず
事
業
主
の
方
は

正
社
員
、パ
ー
ト
、ア
ル
バ
イ
ト
と
い
っ
た

雇
用
形
態
に
関
わ
ら
ず
、一
人
で
も
雇
っ

た
ら
労
働
保
険
に
は
必
ず
入
ら
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。従
業
員
の
た
め
、会
社
の
た

め
に
、加
入
す
る
こ
と
は
事
業
主
の
責
任

で
す
。

問
合
先　

愛
知
労
働
局　

労
働
保
険
適

用・事
務
組
合
課

☎
0
5
2・2
1
9・5
5
0
3

津
島
労
働
基
準
監
督
署

☎
0
5
6
7・2
6・4
1
5
5

津
島
公
共
職
業
安
定
所

☎
0
5
6
7・2
6・3
1
5
8

愛
知
県
最
低
賃
金
は
、10
月
1
日
か
ら

時
間
額「
9
5
5
円
」に
改
定
さ
れ
ま
し

た（
従
来
9
2
7
円
か
ら
28
円
ア
ッ
プ
）

最
低
賃
金
は
県
内
の
事
業
所
で
働
く
す

べ
て
の
労
働
者(

常
用
・
臨
時
・
派
遣
・
パ
ー

ト・ア
ル
バ
イ
ト
等)

に
適
用
さ
れ
ま
す
。

使
用
者
は
、適
用
さ
れ
る
最
低
賃
金
以

上
の
賃
金
を
労
働
者
に
支
払
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。賃
金
が
時
間
給
以
外
で
定

め
ら
れ
て
い
る
場
合（
月
給・日
給
等
）、賃

金
を
1
時
間
当
た
り
の
金
額
に
換
算
し
て

時
間
額
9
5
5
円
と
比
較
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、津
島
労
働
基
準
監
督
署
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
津
島
労
働
基
準
監
督
署

☎
0
5
6
7・2
6・4
1
5
5

そ
の
他

12月議会定例会日程（予定）

開会、議案説明

一般質問、議案質疑

一般質問、議案質疑

総務文教委員会

厚生委員会

建設産業委員会

討論・採決、閉会

開議時間　午前10時
※議会の傍聴を希望される方は、会議当日に、
甚目寺庁舎3階の議会事務局受付までお越しください。
※会議の日程は変更となる場合があります。
問合先　議会事務局　☎444・3174　FAX444・4055

11月26日（金）

12月  7日（火）

12月  8日（水）

12月13日（月）

12月14日（火）

12月15日（水）

12月21日（火）

期　日 日　程

15 令和3年11月号



市政ニュース

ミニ知識

あま市職員の給与等の状況を公表します

●一般行政職の級別職員数の状況(令和3年4月1日現在)(税務、保健師、歯科衛生士、保育士、技能労務を除く職員数)

【備　考】 採用試験に合格し、学校卒業後直ちに採用された者
の初任給です。

●一般行政職の平均給料月額及び平均年齢の状況
(令和3年4月1日現在)

(税務、保健師、歯科衛生士、保育士、技能労務を除く職員)

●職員の初任給の状況(令和3年4月1日現在)

市民の皆さんに市職員の給与等を広く理解していただくため、令和3年4月1日現在の市職員
の給与等の状況を公表します。市職員の給与は、地方公務員法などの規定に基づき、市議会の議
決を経て、給与に関する条例等で定められています。また、定員管理についても、市議会の議決を
経て、職員定数条例により職員の定数が定められています。なお、公表する給与等は税金や保険
料等を差し引く前のもので手取り額ではありません。

問合先　人事秘書課　☎444・1713　FAX444・1351

実質収支…歳入総額から歳出総額を差し引いた決算額から翌年度へ繰り越すべき財源を控除した額で、当該年度に所属すべ
き収入と支出の実質的な差額をみるために用いられます。

【備　考】 人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

住民基本台帳人口
令和3年3月31日 歳出額(A) 実質収支 人件費(B) 人件費比率

(B／A×100)
89,045人 41,739,010千円 569,962千円 4,799,843千円 11.5％

●職員給与費の状況(令和3年度普通会計予算)

●人件費の状況（令和2年度普通会計決算）

【備　考】 令和3年度当初予算の職員数及び給与費（会計年度任用職員を除く）であり、職員手当には退職手当は含まれてい
ません。
普通会計予算には、国民健康保険特別会計15人、介護保険特別会計9人、後期高齢者医療特別会計4人、水道事業会
計8人、簡易水道事業会計3人、下水道事業会計11人及び病院事業会計3人分の職員数と給与費は含まれていませ
ん。

職員数(A) 給　　与　　費 1人当たりの給与費
(B／A)給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計(B)

498人 1,796,610千円 445,195千円 754,065千円 2,995,870千円 6,016千円

区　　　分 あま市
初任給

182,200円
150,600円

国
初任給

182,200円
150,600円一般職 大学卒

高校卒
区　　　分 平均給料月額 平均年齢
一般行政職 304,700円 40.8歳

級

 11.6 19.9 18.5 16.2 13.9 16.2 0.9 2.8 100構成比(%)
 41 70 65 57 49 57 3 10 352職員数(人)
 主事 主任 主査 係長 課長補佐 課長・主幹 次長 部長標準的な

職務内容
計

 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級

市職員の給与というのは、民間企業でいう賃金に当た
るもので、給料と呼ばれる基本給といろいろな手当から
成り立っています。(図1参照)
市職員一人ひとりの給料は給料表というもので決めら
れています。手当は給料を補充するものとして、その種
類、金額、支給要件などが給料と同じように市の条例で定
められています。
図1　市職員の給与のしくみ

「給与」と「給料」同じようで違います
市職員の給与は、民間企業に勤めている人の賃金を基
に出される人事院勧告を参考に、国やほかの地方公共団
体職員の給与との均衡を考慮しながら、市議会の議決を
経て決定されます。
市長や議長等をはじめとする特別職の給料等は、あま
市特別職報酬等審議会からの市長への答申に基づき、市
議会で決定されます。

ラスパイレス指数は、国家公務員の給与を100とした
場合に、地方公務員の給与がどのくらいになるかを指数
で示したもので、国家公務員との給与格差が把握できる
資料となるものです。
令和2年のラスパイレス指数の県内市町村の平均は
99.6、あま市は96.5です。

市職員の給与はこうして決められます

ラスパイレス指数で国と給与比較ができる

手当（扶養手当・期末手当など）

給料（勤務の報酬・基本給のこと）
給与
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市政ニュース
●部門別職員数の状況（定員管理調査各年4月1日現在）

同じ
交通機関等の利用者
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・月額55,000円まで
自動車等の利用者
・・・・・距離により月額2,000円から31,600円まで

通勤
手当

同じ家賃の額に応じて（借家）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・月額28,000円まで

住居
手当

同じ

子1人につき・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・月額10,000円
15歳から22歳までの子（1人につき）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・月額5,000円加算
子以外の扶養親族1人につき
職務の級が7級以下の職員・・・・・月額6,500円
職務の級が8級の職員・・・・・・・・・・・月額3,500円

扶養
手当

（参考）国の制度は、6％
 6月期 1.675月分
 12月期 1.675月分
 計　 3.350月分

 職　種 給料・報酬月額 期末手当
 市　長 932,000円
 副市長 751,000円
 教育長 671,000円
 議　長 516,000円
 副議長 451,000円
 議　員 405,000円

  自己都合等 定年等  自己都合等 定年等
 勤続20年 19.669500月分 24.586875月分 勤続20年 19.669500月分 24.586875月分
 勤続25年 28.039500月分 33.270750月分 勤続25年 28.039500月分 33.270750月分
 勤続35年 39.757500月分 47.709000月分 勤続35年 39.757500月分 47.709000月分
 最高限度 47.709000月分 47.709000月分 最高限度 47.709000月分 47.709000月分退職手当

  期末手当 勤勉手当  期末手当 勤勉手当
 6月期 1.275月分 0.950月分 6月期 1.275月分 0.950月分
 12月期 1.275月分 0.950月分 12月期 1.275月分 0.950月分
 計  2.55月分 1.900月分 計  2.55月分 1.900月分

勤勉手当
期末手当

 区 分  あま市   国

●期末・勤勉手当と退職手当の状況（令和3年4月1日現在）
期末・勤勉手当は民間企業の賞与（ボーナス）などの特別給に、退職手当は退職金に相当します。

【備　考】 職員数は、一般職に属する職員であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、再任用短時間勤務
職員、任期付短時間勤務職員及び臨時・非常勤職員（会計年度任用職員を含む）を除いています。

合計

公営企業等

特別行政

 議会 5 5 0
 総務 117 118 1
 税務 35 35 0
 民生 191 186 △5
 衛生 50 54 4
 農林水産 8 8 0
 商工 10 10 0
 土木 22 22 0
 教育委員会 57 54 △3
 病院 3 3 0
 水道 11 11 0
 下水道 11 11 0
 国保 15 16 1
 介護 9 9 0
 後期高齢者 4 4 0
  548 546 △2

一般行政

●地域手当、扶養手当、住居手当などの
職員手当の状況（令和3年4月1日現在）

●特別職の報酬等の状況（令和3年4月1日現在）

区　　　分 職　員　数（人） 対前年
増減数令和2年 令和3年

職制上の段階、職務の級等による加算措置　有 職制上の段階、職務の級等による加算措置　有

定年前早期退職
特例措置 －

1年につき3％
（定年前1年以内
は2％）加算

定年前早期退職
特例措置 －

1年につき3％
（定年前1年以内
は2％）加算

令和2年度中の
1人平均支給額 4,548千円 15,931千円 令和2年度中の

1人平均支給額 未公表

地域手当
（普通会計）

支給率 6％
支給対象職員数 492人

手当の
名称 手当の内容 国の制度

との異同
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子
ど
も・若
者
育
成
支
援
県
民
運
動
強
調

月
間

時　
11
月
1
日
（月）
〜
30
日
（火）

ス
ロ
ー
ガ
ン

「
育
て
よ
う　

自
分
に
勝
て
る
子　

負
け

な
い
子
」

取
り
組
む
べ
き
課
題（
重
点
事
項
）

・
子
ど
も
・
若
者
の
社
会
的
自
立
支
援
の

促
進

・
生
活
習
慣
の
見
直
し
と
家
庭
へ
の
支
援

・
児
童
虐
待
の
予
防
と
対
応

・
子
ど
も
・
若
者
を
犯
罪
や
有
害
環
境
か

ら
守
る
た
め
の
取
り
組
み
の
推
進

・
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
推
進

主
唱　

愛
知
県
、愛
知
県
青
少
年
育
成
県

民
会
議

問　
子
ど
も・若
者
相
談
窓
口

生
涯
学
習
課（
甚
目
寺
公
民
館
）

☎
4
4
4・1
6
2
1

FAX
4
4
3・9
7
7
8

第
12
回
あ
ま
市
文
化
祭

時　
11
月
6
日
（土）・7
日
（日）

作
品
展
示・生
花
展
示

時　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

※

日
曜
日
は
午
後
3
時
ま
で

所　
七
宝
公
民
館
、美
和
文
化
会
館
、甚
目

寺
公
民
館

芸
能
発
表
会

時　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

※
日
曜
日
は
午
後
3
時
ま
で

所　
甚
目
寺
公
民
館　
大
ホ
ー
ル

催　
あ
ま
市
文
化
協
会
※

緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
た
場
合
は
、

中
止
と
な
り
ま
す
。

な
お
、詳
細
は
、広
報
あ
ま
10
月
号
と
一

緒
に
配
布
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問　

あ
ま
市
文
化
協
会
事
務
局（
美
和
公

民
館
内
）

☎
4
4
2・2
2
6
1

FAX
4
4
6・0
0
7
0

ア
ル
コ
ー
ル
専
門
相
談

ア
ル
コ
ー
ル
に
関
す
る
悩
み
を
抱
え
て

い
ま
せ
ん
か
？
精
神
科
医
師
と
専
門
の
相

談
員
が
お
話
を
伺
い
ま
す
。

時　
11
月
18
日
（木）

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

所　
津
島
保
健
所

対　
ア
ル
コ
ー
ル
が
原
因
の
健
康
問
題
に

悩
む
本
人
も
し
く
は
家
族

申　
11
月
15
日
（月）
ま
で
に
問
合
先
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。（
予
約
制
・
定
員
2

組
）

問　
津
島
保
健
所　
健
康
支
援
課

☎
0
5
6
7・2
6・4
1
3
7

FAX
0
5
6
7・2
8・6
8
9
1

広
げ
よ
う
支
援
の
輪

11
月
25
日
（木）
か
ら
12
月
1
日
（水）
は
犯
罪

被
害
者
週
間
で
す
。犯
罪
被
害
者
は
、被
害

後
に
生
じ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題（
身
体
不

調
、経
済
的
困
窮
等
）に
苦
し
め
ら
れ
て
い

ま
す
。犯
罪
防
止
や
犯
罪
被
害
者
の
方
の

た
め
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

被
害
相
談

警
察
で
は
各
種
の
被
害
相
談
窓
口
を
設

け
、被
害
者
の
方
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。

①
ハ
ー
ト
フ
ル
ラ
イ
ン（
犯
罪
被
害
者
の

た
め
の
心
の
悩
み
相
談
）

☎
9
5
4
・
8
8
9
7（
月
〜
金
曜
日

（
祝
休
日
、年
末
年
始
を
除
く
）午
前
9

時
〜
午
後
5
時
）

②
ハ
ー
ト
フ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
あ
い
ち

（
性
犯
罪
被
害
者
の
た
め
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
）

☎
0
5
7
0
・
0
6
4
・
8
1
0（
月
〜

土
曜
日（
祝
休
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
9
時
〜
午
後
8
時
）

③
性
犯
罪
被
害
1
1
0
番（
性
犯
罪
被
害

相
談
）

☎
0
1
2
0・6
7・7
8
3
0（
終
日
）

④
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ル（
列
車
内
の
痴
漢
被

害
相
談
）

☎
5
6
1・0
1
8
4（
終
日
）

⑤
被
害
少
年
相
談
電
話（
犯
罪
や
い
じ
め

等
の
少
年
の
被
害
に
関
す
る
相
談
）

☎
0
1
2
0
・
7
8
6
7
・
7
0（
月
〜

金
曜
日（
祝
休
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）

⑥
ス
ト
ー
カ
ー
1
1
0
番（
ス
ト
ー
カ
ー

被
害
に
関
す
る
相
談
）

☎
9
6
1・0
8
8
8（
終
日
）

⑦
公
益
社
団
法
人
被
害
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
あ
い
ち（
民
間
団
体
）（
犯
罪
被
害

等
に
関
す
る
相
談
）

☎
2
3
2
・
7
8
3
0（
月
〜
金
曜
日

（
祝
休
日
、年
末
年
始
を
除
く
）午
前
9

時
〜
午
後
5
時
）

⑧
暴
力
団
に
対
す
る
相
談
窓
口

☎
9
5
1・7
7
0
0（
終
日
）

犯
罪
被
害
給
付
制
度

故
意
の
犯
罪
行
為
に
よ
っ
て
ご
家
族
を

亡
く
さ
れ
た
ご
遺
族
、重
傷
病
や
後
遺
障

害
が
残
っ
た
被
害
者
の
方
に
対
し
て
、何

ら
か
の
公
的
救
済
や
加
害
者
側
か
ら
の
損

害
賠
償
を
十
分
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
場
合
に
、国
が
給
付
金
を
支
給
す
る
制

度
で
す
。詳
し
く
は
、警
察
署
、ま
た
は
警

察
本
部
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問　
津
島
警
察
署　
警
務
課

☎
0
5
6
7・2
4・0
1
1
0

自
転
車
の
安
全
で
適
正
な
利
用
の
促
進

に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

愛
知
県
で
は
、自
転
車
に
係
る
交
通
事

故
の
防
止
を
図
り
、事
故
被
害
の
軽
減
及

び
被
害
者
の
保
護
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

に「
自
転
車
の
安
全
で
適
正
な
利
用
の
促

進
に
関
す
る
条
例
」を
制
定
し
ま
し
た
。

愛
知
県
内
で
自
転
車
を
乗
車
す
る
場
合

は
、乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
が
努
力
義

務
と
な
り
、併
せ
て
自
転
車
損
害
賠
償
保

険
等
の
加
入
が
義
務
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
内
容

・
自
転
車
利
用
者
等
の
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ

ト
の
着
用
を
努
力
義
務
と
す
る
。（
令
和

3
年
10
月
1
日
施
行
）

自
転
車
乗
車
中
の
交
通
事
故
で
亡
く
な

ら
れ
た
方
の
半
数
以
上
が
頭
部
を
原
因
と

し
て
い
ま
す
。事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
が一番
大
切
で
す
が
、自
転
車
乗
車

中
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
す
る
こ
と
に
よ
り

事
故
被
害
の
軽
減
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

・
自
転
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
等
の
加
入

を
義
務
と
す
る
。（
令
和
3
年
10
月
1
日

施
行
）

自
転
車
事
故
に
よ
っ
て
他
人
の
生
命
や

身
体
を
害
し
た
場
合
、高
額
な
損
害
賠
償

を
請
求
さ
れ
る
事
例
が
出
て
い
ま
す
。こ
の

条
例
に
よ
り
自
転
車
を
利
用
す
る
人
は
、

自
転
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
等
の
加
入
が

義
務
化
さ
れ
ま
し
た
の
で
、こ
の
機
会
に
自

身
の
保
険
内
容
を
確
認
し
、未
加
入
で
あ

れ
ば
、万
が一の
交
通
事
故
に
備
え
て
自
転

車
損
害
賠
償
責
任
保
険
等
に
加
入
し
ま

し
ょ
う
。

問　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

憩
の
家
事
業

森
憩
の
家

●
ま
ち
が
い
探
し

時　
11
月
13
日
（土）

午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分

●
モ
リ
森
た
い
そ
う

時　
11
月
19
日
（金）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

定　
30
人（
要
予
約・先
着
順
）

申　
11
月
1
日
（月）
午
前
9
時
30
分
よ
り
窓

口
で
受
け
付
け
ま
す
。

●
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り

時　
11
月
25
日
（木）

午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分

定　
10
人（
要
予
約
）

申　
11
月
8
日
（月）
午
前
10
時
よ
り
窓
口
で

受
け
付
け
ま
す
。

問　
森
憩
の
家

☎
4
4
5・1
3
6
7

FAX
4
4
5・0
3
4
6

本
郷
憩
の
家

●
ぬ
り
絵

時　
11
月
8
日
（月）

午
前
9
時
30
分
〜
10
時
30
分

●
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

時　
11
月
17
日
（水）

午
後
1
時
15
分
〜
2
時

●
簡
単
イ
ラ
ス
ト
を
描
こ
う

時　
11
月
24
日
（水）

午
後
1
時
15
分
〜
2
時

申　
12
人（
当
日
先
着
順
）

問　
本
郷
憩
の
家

☎
4
4
3・1
7
5
3

FAX
4
4
3・9
9
9
2

新
居
屋
憩
の
家

●
の
び
の
び
体
操

時　
11
月
16
日
（火）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

定　
12
人（
当
日
先
着
順
）

●
フ
ェ
ル
ト
で
加
湿
器
作
り

時　
11
月
24
日
（水）

午
前
10
時
〜
11
時

定　
12
人（
先
着
順
）

申　
11
月
15
日
（月）
午
前
9
時
か
ら
窓
口
で

受
け
付
け
ま
す
。

●
数
独

時　
水・木
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

問　
新
居
屋
憩
の
家

☎
4
4
2・0
0
8
3

FAX
4
4
2・3
0
6
8

大
正
琴
琴
吉
会
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

時　
12
月
4
日
（土）

開
場　
午
後
0
時
30
分

開
演　
午
後
1
時

所　
七
宝
公
民
館　
講
堂

￥　
無
料

他　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
状
況
に
よ
り
、中
止
と
な
る
場
合
が

ご
ざ
い
ま
す
。

催　
琴
吉
会

援　
あ
ま
市
、あ
ま
市
教
育
委
員
会
、あ
ま

市
文
化
協
会

問　
琴
吉
会　
吉
兼

☎
0
9
0・4
1
1
8・3
0
8
0

お知らせ
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ら
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子
ど
も・若
者
育
成
支
援
県
民
運
動
強
調

月
間

時　
11
月
1
日
（月）
〜
30
日
（火）

ス
ロ
ー
ガ
ン

「
育
て
よ
う　

自
分
に
勝
て
る
子　

負
け

な
い
子
」

取
り
組
む
べ
き
課
題（
重
点
事
項
）

・
子
ど
も
・
若
者
の
社
会
的
自
立
支
援
の

促
進

・
生
活
習
慣
の
見
直
し
と
家
庭
へ
の
支
援

・
児
童
虐
待
の
予
防
と
対
応

・
子
ど
も
・
若
者
を
犯
罪
や
有
害
環
境
か

ら
守
る
た
め
の
取
り
組
み
の
推
進

・
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
推
進

主
唱　

愛
知
県
、愛
知
県
青
少
年
育
成
県

民
会
議

問　
子
ど
も・若
者
相
談
窓
口

生
涯
学
習
課（
甚
目
寺
公
民
館
）

☎
4
4
4・1
6
2
1

FAX
4
4
3・9
7
7
8

第
12
回
あ
ま
市
文
化
祭

時　
11
月
6
日
（土）・7
日
（日）

作
品
展
示・生
花
展
示

時　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

※

日
曜
日
は
午
後
3
時
ま
で

所　
七
宝
公
民
館
、美
和
文
化
会
館
、甚
目

寺
公
民
館

芸
能
発
表
会

時　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

※

日
曜
日
は
午
後
3
時
ま
で

所　
甚
目
寺
公
民
館　
大
ホ
ー
ル

催　
あ
ま
市
文
化
協
会

※

緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
た
場
合
は
、

中
止
と
な
り
ま
す
。

な
お
、詳
細
は
、広
報
あ
ま
10
月
号
と
一

緒
に
配
布
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問　

あ
ま
市
文
化
協
会
事
務
局（
美
和
公

民
館
内
）

☎
4
4
2・2
2
6
1

FAX
4
4
6・0
0
7
0

ア
ル
コ
ー
ル
専
門
相
談

ア
ル
コ
ー
ル
に
関
す
る
悩
み
を
抱
え
て

い
ま
せ
ん
か
？
精
神
科
医
師
と
専
門
の
相

談
員
が
お
話
を
伺
い
ま
す
。

時　
11
月
18
日
（木）

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

所　
津
島
保
健
所

対　
ア
ル
コ
ー
ル
が
原
因
の
健
康
問
題
に

悩
む
本
人
も
し
く
は
家
族

申　
11
月
15
日
（月）
ま
で
に
問
合
先
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。（
予
約
制
・
定
員
2

組
）

問　
津
島
保
健
所　
健
康
支
援
課

☎
0
5
6
7・2
6・4
1
3
7

FAX
0
5
6
7・2
8・6
8
9
1

広
げ
よ
う
支
援
の
輪

11
月
25
日
（木）
か
ら
12
月
1
日
（水）
は
犯
罪

被
害
者
週
間
で
す
。犯
罪
被
害
者
は
、被
害

後
に
生
じ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題（
身
体
不

調
、経
済
的
困
窮
等
）に
苦
し
め
ら
れ
て
い

ま
す
。犯
罪
防
止
や
犯
罪
被
害
者
の
方
の

た
め
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

被
害
相
談

警
察
で
は
各
種
の
被
害
相
談
窓
口
を
設

け
、被
害
者
の
方
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。

①
ハ
ー
ト
フ
ル
ラ
イ
ン（
犯
罪
被
害
者
の

た
め
の
心
の
悩
み
相
談
）

☎
9
5
4
・
8
8
9
7（
月
〜
金
曜
日

（
祝
休
日
、年
末
年
始
を
除
く
）午
前
9

時
〜
午
後
5
時
）

②
ハ
ー
ト
フ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
あ
い
ち

（
性
犯
罪
被
害
者
の
た
め
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
）

☎
0
5
7
0
・
0
6
4
・
8
1
0（
月
〜

土
曜
日（
祝
休
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
9
時
〜
午
後
8
時
）

③
性
犯
罪
被
害
1
1
0
番（
性
犯
罪
被
害

相
談
）

☎
0
1
2
0・6
7・7
8
3
0（
終
日
）

④
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ル（
列
車
内
の
痴
漢
被

害
相
談
）

☎
5
6
1・0
1
8
4（
終
日
）

⑤
被
害
少
年
相
談
電
話（
犯
罪
や
い
じ
め

等
の
少
年
の
被
害
に
関
す
る
相
談
）

☎
0
1
2
0
・
7
8
6
7
・
7
0（
月
〜

金
曜
日（
祝
休
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）

⑥
ス
ト
ー
カ
ー
1
1
0
番（
ス
ト
ー
カ
ー

被
害
に
関
す
る
相
談
）

☎
9
6
1・0
8
8
8（
終
日
）

⑦
公
益
社
団
法
人
被
害
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
あ
い
ち（
民
間
団
体
）（
犯
罪
被
害

等
に
関
す
る
相
談
）

☎
2
3
2
・
7
8
3
0（
月
〜
金
曜
日

（
祝
休
日
、年
末
年
始
を
除
く
）午
前
9

時
〜
午
後
5
時
）

⑧
暴
力
団
に
対
す
る
相
談
窓
口

☎
9
5
1・7
7
0
0（
終
日
）

犯
罪
被
害
給
付
制
度

故
意
の
犯
罪
行
為
に
よ
っ
て
ご
家
族
を

亡
く
さ
れ
た
ご
遺
族
、重
傷
病
や
後
遺
障

害
が
残
っ
た
被
害
者
の
方
に
対
し
て
、何

ら
か
の
公
的
救
済
や
加
害
者
側
か
ら
の
損

害
賠
償
を
十
分
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
場
合
に
、国
が
給
付
金
を
支
給
す
る
制

度
で
す
。詳
し
く
は
、警
察
署
、ま
た
は
警

察
本
部
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問　
津
島
警
察
署　
警
務
課

☎
0
5
6
7・2
4・0
1
1
0

自
転
車
の
安
全
で
適
正
な
利
用
の
促
進

に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

愛
知
県
で
は
、自
転
車
に
係
る
交
通
事

故
の
防
止
を
図
り
、事
故
被
害
の
軽
減
及

び
被
害
者
の
保
護
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

に「
自
転
車
の
安
全
で
適
正
な
利
用
の
促

進
に
関
す
る
条
例
」を
制
定
し
ま
し
た
。

愛
知
県
内
で
自
転
車
を
乗
車
す
る
場
合

は
、乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
が
努
力
義

務
と
な
り
、併
せ
て
自
転
車
損
害
賠
償
保

険
等
の
加
入
が
義
務
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
内
容

・
自
転
車
利
用
者
等
の
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ

ト
の
着
用
を
努
力
義
務
と
す
る
。（
令
和

3
年
10
月
1
日
施
行
）

自
転
車
乗
車
中
の
交
通
事
故
で
亡
く
な

ら
れ
た
方
の
半
数
以
上
が
頭
部
を
原
因
と

し
て
い
ま
す
。事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
が一番
大
切
で
す
が
、自
転
車
乗
車

中
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
す
る
こ
と
に
よ
り

事
故
被
害
の
軽
減
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

・
自
転
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
等
の
加
入

を
義
務
と
す
る
。（
令
和
3
年
10
月
1
日

施
行
）

自
転
車
事
故
に
よ
っ
て
他
人
の
生
命
や

身
体
を
害
し
た
場
合
、高
額
な
損
害
賠
償

を
請
求
さ
れ
る
事
例
が
出
て
い
ま
す
。こ
の

条
例
に
よ
り
自
転
車
を
利
用
す
る
人
は
、

自
転
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
等
の
加
入
が

義
務
化
さ
れ
ま
し
た
の
で
、こ
の
機
会
に
自

身
の
保
険
内
容
を
確
認
し
、未
加
入
で
あ

れ
ば
、万
が一の
交
通
事
故
に
備
え
て
自
転

車
損
害
賠
償
責
任
保
険
等
に
加
入
し
ま

し
ょ
う
。

問　
安
全
安
心
課

☎
4
4
4・0
8
6
2

FAX
4
4
1・8
3
3
0

憩
の
家
事
業

森
憩
の
家

●
ま
ち
が
い
探
し

時　
11
月
13
日
（土）

午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分

●
モ
リ
森
た
い
そ
う

時　
11
月
19
日
（金）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

定　
30
人（
要
予
約・先
着
順
）

申　
11
月
1
日
（月）
午
前
9
時
30
分
よ
り
窓

口
で
受
け
付
け
ま
す
。

●
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り

時　
11
月
25
日
（木）

午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分

定　
10
人（
要
予
約
）

申　
11
月
8
日
（月）
午
前
10
時
よ
り
窓
口
で

受
け
付
け
ま
す
。

問　
森
憩
の
家

☎
4
4
5・1
3
6
7

FAX
4
4
5・0
3
4
6

本
郷
憩
の
家

●
ぬ
り
絵

時　
11
月
8
日
（月）

午
前
9
時
30
分
〜
10
時
30
分

●
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

時　
11
月
17
日
（水）

午
後
1
時
15
分
〜
2
時

●
簡
単
イ
ラ
ス
ト
を
描
こ
う

時　
11
月
24
日
（水）

午
後
1
時
15
分
〜
2
時

申　
12
人（
当
日
先
着
順
）

問　
本
郷
憩
の
家

☎
4
4
3・1
7
5
3

FAX
4
4
3・9
9
9
2

新
居
屋
憩
の
家

●
の
び
の
び
体
操

時　
11
月
16
日
（火）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

定　
12
人（
当
日
先
着
順
）

●
フ
ェ
ル
ト
で
加
湿
器
作
り

時　
11
月
24
日
（水）

午
前
10
時
〜
11
時

定　
12
人（
先
着
順
）

申　
11
月
15
日
（月）
午
前
9
時
か
ら
窓
口
で

受
け
付
け
ま
す
。

●
数
独

時　
水・木
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

問　
新
居
屋
憩
の
家

☎
4
4
2・0
0
8
3

FAX
4
4
2・3
0
6
8

大
正
琴
琴
吉
会
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

時　
12
月
4
日
（土）

開
場　
午
後
0
時
30
分

開
演　
午
後
1
時

所　
七
宝
公
民
館　
講
堂

￥　
無
料

他　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
状
況
に
よ
り
、中
止
と
な
る
場
合
が

ご
ざ
い
ま
す
。

催　
琴
吉
会

援　
あ
ま
市
、あ
ま
市
教
育
委
員
会
、あ
ま

市
文
化
協
会

問　
琴
吉
会　
吉
兼

☎
0
9
0・4
1
1
8・3
0
8
0

お知らせ

催
　
し

よ
し
か
ね
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お知らせ

文
化
の
杜
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
シ
ョ
ー

〜
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
芸
術
劇
場
〜

『w
izard of O

Z

〜
オ
ズ
の
魔
法
使
い
〜
』

時　
12
月
19
日
（日）

開
場　
午
後
2
時

開
演　
午
後
2
時
30
分

所　
美
和
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

定　
3
5
0
人

催　
4
年
椿
組
・
高
蔵
子
ど
も
バ
レ
エ・
あ

ま
市
美
和
文
化
会
館

援　
あ
ま
市
教
育
委
員
会

出
演　
名
経
大
高
蔵
高
校
演
劇
部
卒
業
生

￥　
無
料（
要
整
理
券
）

※

整
理
券
は
、11
月
4
日
（木）
か
ら
美
和
文

化
会
館
窓
口
で
配
布
し
ま
す
。（
1
人
5

枚
ま
で
）定
員
に
な
り
次
第
、受
付
を
終

了
し
ま
す
。

問　
美
和
文
化
会
館

☎
4
4
9・1
1
1
4

FAX
4
4
3・7
4
9
6

ク
リ
ス
マ
ス
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
in
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
2
0
2
1

時　
12
月
12
日
（日）

開
場　
午
後
2
時
30
分

開
演　
午
後
3
時

所　
美
和
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

定　
3
5
0
人

内　

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
高
橋 

誠
、テ
ィ

ト・モ
ン
テ（Pf

）、海
沼 

正
利（Perc

）、

長
谷
川 

英
喜（Ba

）、岩
田 

卓
也（（
尺

八
）、佐
久
間 

瑛
士（
フ
ラ
メ
ン
コ
ギ

タ
ー
）、内
田 

好
美（
フ
ラ
メ
ン
コ
ダ
ン

サ
ー
）を
迎
え
て
、さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン

ル
の
音
楽
を
お
届
け
し
ま
す
。

催　
N
P
O
法
人
ほ
っ
と
ネ
ッ
ト・み
わ

共　
あ
ま
市
美
和
文
化
会
館

援　
あ
ま
市
、あ
ま
市
教
育
委
員
会

￥　
全
席
自
由
席　
大
人
2
，0
0
0
円
、

中
高
生
5
0
0
円
、小
学
生
以
下
無
料

（
要
保
護
者
同
伴
及
び
要
専
用
チ
ケ
ッ

ト
）

美
和
文
化
会
館
窓
口
で
チ
ケ
ッ
ト
販
売

中
。

問　
美
和
文
化
会
館

☎
4
4
9・1
1
1
4

FAX
4
4
3・7
4
9
6

N
P
O
法
人
ほ
っ
と
ネ
ッ
ト・み
わ

☎
4
4
9・2
1
7
7

第
7
回　
認
知
症
講
演
会「
認
知
症
の
早

期
発
見・治
療
と
対
応
〜
正
し
く
理
解
し

備
え
を
す
る
た
め
に
〜
」

認
知
症
は
、65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
5

人
に
1
人
が
か
か
る
と
言
わ
れ
、早
期
発

見
・
早
期
対
応
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な

り
ま
す
。認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、正
し

く
備
え
る
た
め
に
、専
門
医
に
よ
る
認
知

症
の
医
学
的
知
識
と
早
期
発
見
、治
療
、対

応
方
法
に
つ
い
て
講
演
を
行
い
ま
す
。

時　
12
月
11
日
（土）

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

（
受
付
開
始　
午
後
1
時
）

所　
七
宝
病
院
管
理
棟　
会
議
室

定　

50
人（
定
員
に
な
り
次
第
、受
付
を
終

了
し
ま
す
）

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
に

よ
り
、人
数
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

師　
覚
前 

淳
氏（
愛
知
県
認
知
症
疾
患
医

療
セ
ン
タ
ー
七
宝
病
院　

セ
ン
タ
ー

長
）

￥　
無
料

催　
愛
知
県
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

七
宝
病
院

申　

七
宝
病
院（
愛
知
県
認
知
症
疾
患
医

療
セ
ン
タ
ー
七
宝
病
院
）

☎
0
5
2・4
4
3・7
9
0
0

問　
高
齢
福
祉
課

☎
4
4
4・3
1
5
9

FAX
4
4
3・3
5
5
5

家
庭
教
育
講
演
会

親
と
子
が
と
も
に
学
び
、と
も
に
成
長

す
る
過
程
を
楽
し
む
に
は
ど
う
し
た
ら
い

い
の
で
し
ょ
う
か
。

時　
12
月
4
日
（土）
午
後
1
時
30
分
〜

所　
美
和
文
化
会
館　
多
目
的
ホ
ー
ル

定　
80
人

内　
「
ペ
ア
レ
ン
テ
ィ
ン
グ
〜
親
と
子
の
関

わ
り
方
」

師　

大
阪
成
蹊
大
学
教
育
学
部
准
教
授 

博
士（
学
術
）特
別
支
援
教
育
士 

高
尾 

淳
子
氏

￥　
無
料

申　
電
話
ま
た
は
美
和
公
民
館
窓
口
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。美
和
公
民
館
の

休
館
日（
木
曜
日
）は
除
き
ま
す
。

問　
生
涯
学
習
課（
美
和
公
民
館
）

☎
4
4
2・2
2
6
1

FAX
4
4
6・0
0
7
0

学
校
と
は
？
教
育
と
は
？
と
も
に
学
び

合
い
ま
せ
ん
か
。「
あ
ま
市
人
権
講
演
会
」

「
す
べ
て
の
子
ど
も
の
学
習
権
を
保
証
す

る
」と
い
う
理
念
の
も
と
、不
登
校
も
特
別

支
援
学
級
も
な
い
、す
べ
て
の
子
ど
も
達
が

同
じ
教
室
で
学
ぶ
、大
阪
市
立
大
空
小
学

校
初
代
校
長
を
務
め
た
木
村  

泰
子
先
生

に
お
話
し
を
う
か
が
い
ま
す
。

市
と
市
教
育
委
員
会
で
は
、人
権
問
題

の
正
し
い
認
識
と
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
、

自
由
人
権
思
想
の
普
及
高
揚
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、次
の
と
お
り
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

時　
11
月
21
日
（日）

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

開
場　
午
後
1
時

所　
美
和
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

師　
木
村 

泰
子
氏

他　

入
場
無
料
、手
話
通
訳
、要
約
筆
記
、

託
児
あ
り

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、会
場
へ
の
入
場
制
限
や
、講
演

会
の
内
容
の
変
更
を
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

※

詳
し
い
入
場
方
法
は
、11
月
1
日
（月）
に

市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
ま
す
。

※

託
児
を
希
望
さ
れ
る
方
は
11
月
12
日
（金）

ま
で
に
人
権
推
進
課
へ
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。（
4
か
月
以
上
の
お
子
様
か
ら
お

預
か
り
で
き
ま
す
）定
員
に
な
り
次
第
、

申
込
み
を
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

問　
人
権
推
進
課

☎
4
4
4・0
3
9
8

FAX
4
4
1・8
3
3
0

華
を
添
え
る
、お
正
月
飾
り
と
祝
箸
ふ
く
ろ

時　
12
月
8
日
（水）
午
前
10
時
〜
正
午

所　
美
和
文
化
会
館
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
M

￥　
3
，3
0
0
円（
12
月
1
日
（水）
ま
で
に

お
支
払
い
く
だ
さ
い
）

定　
25
人（
最
少
催
行
人
数
5
人
）

内　
飾
る
場
所
を
選
ば
な
い
2
W
A
Y
タ

イ
プ
の
お
花
の
お
正
月
飾
り
と
、ペ
ー

パ
ー
フ
ラ
ワ
ー
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

祝
箸
袋
を
作
り
ま
す
。

講　
お
正
月
飾
り　
田
野 

純
子
氏

祝
箸
ふ
く
ろ　
山
口 

の
ぞ
み 

氏

持　
グ
ル
ー
ガ
ン（
お
持
ち
の
方
）、は
さ
み
、

お
持
ち
帰
り
用
の
袋

申　

11
月
3
日（
水・祝
）か
ら
美
和
文
化
会

館
窓
口
ま
た
は
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

問　
美
和
文
化
会
館

☎
4
4
9・1
1
1
4

FAX
4
4
3・7
4
9
6

あ
ま
市
女
性
の
会
講
座「
干
支
の
木
目
込

み
人
形
作
り
」

来
年
の
干
支（
寅
）の
木
目
込
み
人
形
を

作
り
ま
す
。

時　
11
月
9・16
日
（火）

　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

所　
甚
目
寺
公
民
館　
大
会
議
室
1

定　
20
人（
先
着
順
）

￥　
3
，4
0
0
円（
受
講
初
日
に
会
場
で

お
支
払
い
く
だ
さ
い
）

持　
エ
プ
ロ
ン
、小
バ
サ
ミ
、の
り
用
小
皿
、

古
新
聞

申　
11
月
2
日
（火）
午
前
9
時
か
ら
甚
目
寺

公
民
館
窓
口
で
受
け
付
け
ま
す
。

※

電
話
で
の
受
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。

問　
あ
ま
市
女
性
の
会　
村
上

☎
4
4
4・9
3
9
4

FAX
4
4
1・6
7
5
7

親
子
パ
ン
作
り
教
室

親
子
で
楽
し
く
パ
ン
作
り
体
験
を
し
ま

せ
ん
か
！

時　
12
月
11
日
（土） 

午
後
2
時
〜
4
時

所　
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
2
階　
栄

養
指
導
室

対　
あ
ま
市
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護

者
定　
8
組（
先
着
順
）

師　
山
内　
三
津
子
氏

￥　
1
組
1
，0
0
0
円

持　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、ふ
き
ん
2
枚
、飲

み
物
、持
ち
帰
り
用
の
容
器（
箱
な
ど
）、

マ
ス
ク
等

申　
11
月
6
日
（土）
〜
19
日
（金）
午
前
9
時
〜

午
後
5
時
ま
で
に
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
日
曜

日
は
除
く
）

※

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。（
代
理
も
し
く
は
電
話
で
の

申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
）

問　
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

☎
4
4
4・5
3
9
3

FAX
4
4
3・9
7
8
9

た
か
は
し

か
い
ぬ
ま

は
せ
が
わ

た
く
や

ひ
で
き

さ
く
ま

う
ち
だ

よ
し
み え

い
じ

い
わ
た

ま
さ
と
し

せ
い

か
く
ま
え

た
か
お

あ
つ
こ

き
む
ら

や
す
こ

じ
ゅ
ん
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お知らせ

文
化
の
杜
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
シ
ョ
ー

〜
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
芸
術
劇
場
〜

『w
izard of O

Z

〜
オ
ズ
の
魔
法
使
い
〜
』

時　
12
月
19
日
（日）

開
場　
午
後
2
時

開
演　
午
後
2
時
30
分

所　
美
和
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

定　
3
5
0
人

催　
4
年
椿
組
・
高
蔵
子
ど
も
バ
レ
エ・
あ

ま
市
美
和
文
化
会
館

援　
あ
ま
市
教
育
委
員
会

出
演　
名
経
大
高
蔵
高
校
演
劇
部
卒
業
生

￥　
無
料（
要
整
理
券
）

※

整
理
券
は
、11
月
4
日
（木）
か
ら
美
和
文

化
会
館
窓
口
で
配
布
し
ま
す
。（
1
人
5

枚
ま
で
）定
員
に
な
り
次
第
、受
付
を
終

了
し
ま
す
。

問　
美
和
文
化
会
館

☎
4
4
9・1
1
1
4

FAX
4
4
3・7
4
9
6

ク
リ
ス
マ
ス
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
in
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
2
0
2
1

時　
12
月
12
日
（日）

開
場　
午
後
2
時
30
分

開
演　
午
後
3
時

所　
美
和
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

定　
3
5
0
人

内　

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
高
橋 

誠
、テ
ィ

ト・モ
ン
テ（Pf

）、海
沼 

正
利（Perc

）、

長
谷
川 

英
喜（Ba

）、岩
田 

卓
也（（
尺

八
）、佐
久
間 

瑛
士（
フ
ラ
メ
ン
コ
ギ

タ
ー
）、内
田 

好
美（
フ
ラ
メ
ン
コ
ダ
ン

サ
ー
）を
迎
え
て
、さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン

ル
の
音
楽
を
お
届
け
し
ま
す
。

催　
N
P
O
法
人
ほ
っ
と
ネ
ッ
ト・み
わ

共　
あ
ま
市
美
和
文
化
会
館

援　
あ
ま
市
、あ
ま
市
教
育
委
員
会

￥　
全
席
自
由
席　
大
人
2
，0
0
0
円
、

中
高
生
5
0
0
円
、小
学
生
以
下
無
料

（
要
保
護
者
同
伴
及
び
要
専
用
チ
ケ
ッ

ト
）

美
和
文
化
会
館
窓
口
で
チ
ケ
ッ
ト
販
売

中
。

問　
美
和
文
化
会
館

☎
4
4
9・1
1
1
4

FAX
4
4
3・7
4
9
6

N
P
O
法
人
ほ
っ
と
ネ
ッ
ト・み
わ

☎
4
4
9・2
1
7
7

第
7
回　
認
知
症
講
演
会「
認
知
症
の
早

期
発
見・治
療
と
対
応
〜
正
し
く
理
解
し

備
え
を
す
る
た
め
に
〜
」

認
知
症
は
、65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
5

人
に
1
人
が
か
か
る
と
言
わ
れ
、早
期
発

見
・
早
期
対
応
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な

り
ま
す
。認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、正
し

く
備
え
る
た
め
に
、専
門
医
に
よ
る
認
知

症
の
医
学
的
知
識
と
早
期
発
見
、治
療
、対

応
方
法
に
つ
い
て
講
演
を
行
い
ま
す
。

時　
12
月
11
日
（土）

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

（
受
付
開
始　
午
後
1
時
）

所　
七
宝
病
院
管
理
棟　
会
議
室

定　

50
人（
定
員
に
な
り
次
第
、受
付
を
終

了
し
ま
す
）

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
に

よ
り
、人
数
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

師　
覚
前 

淳
氏（
愛
知
県
認
知
症
疾
患
医

療
セ
ン
タ
ー
七
宝
病
院　

セ
ン
タ
ー

長
）

￥　
無
料

催　
愛
知
県
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

七
宝
病
院

申　

七
宝
病
院（
愛
知
県
認
知
症
疾
患
医

療
セ
ン
タ
ー
七
宝
病
院
）

☎
0
5
2・4
4
3・7
9
0
0

問　
高
齢
福
祉
課

☎
4
4
4・3
1
5
9

FAX
4
4
3・3
5
5
5

家
庭
教
育
講
演
会

親
と
子
が
と
も
に
学
び
、と
も
に
成
長

す
る
過
程
を
楽
し
む
に
は
ど
う
し
た
ら
い

い
の
で
し
ょ
う
か
。

時　
12
月
4
日
（土）
午
後
1
時
30
分
〜

所　
美
和
文
化
会
館　
多
目
的
ホ
ー
ル

定　
80
人

内　
「
ペ
ア
レ
ン
テ
ィ
ン
グ
〜
親
と
子
の
関

わ
り
方
」

師　

大
阪
成
蹊
大
学
教
育
学
部
准
教
授 

博
士（
学
術
）特
別
支
援
教
育
士 

高
尾 

淳
子
氏

￥　
無
料

申　
電
話
ま
た
は
美
和
公
民
館
窓
口
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。美
和
公
民
館
の

休
館
日（
木
曜
日
）は
除
き
ま
す
。

問　
生
涯
学
習
課（
美
和
公
民
館
）

☎
4
4
2・2
2
6
1

FAX
4
4
6・0
0
7
0

学
校
と
は
？
教
育
と
は
？
と
も
に
学
び

合
い
ま
せ
ん
か
。「
あ
ま
市
人
権
講
演
会
」

「
す
べ
て
の
子
ど
も
の
学
習
権
を
保
証
す

る
」と
い
う
理
念
の
も
と
、不
登
校
も
特
別

支
援
学
級
も
な
い
、す
べ
て
の
子
ど
も
達
が

同
じ
教
室
で
学
ぶ
、大
阪
市
立
大
空
小
学

校
初
代
校
長
を
務
め
た
木
村  

泰
子
先
生

に
お
話
し
を
う
か
が
い
ま
す
。

市
と
市
教
育
委
員
会
で
は
、人
権
問
題

の
正
し
い
認
識
と
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
、

自
由
人
権
思
想
の
普
及
高
揚
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、次
の
と
お
り
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

時　
11
月
21
日
（日）

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

開
場　
午
後
1
時

所　
美
和
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

師　
木
村 

泰
子
氏

他　

入
場
無
料
、手
話
通
訳
、要
約
筆
記
、

託
児
あ
り

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、会
場
へ
の
入
場
制
限
や
、講
演

会
の
内
容
の
変
更
を
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

※

詳
し
い
入
場
方
法
は
、11
月
1
日
（月）
に

市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
ま
す
。

※

託
児
を
希
望
さ
れ
る
方
は
11
月
12
日
（金）

ま
で
に
人
権
推
進
課
へ
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。（
4
か
月
以
上
の
お
子
様
か
ら
お

預
か
り
で
き
ま
す
）定
員
に
な
り
次
第
、

申
込
み
を
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

問　
人
権
推
進
課

☎
4
4
4・0
3
9
8

FAX
4
4
1・8
3
3
0

華
を
添
え
る
、お
正
月
飾
り
と
祝
箸
ふ
く
ろ

時　
12
月
8
日
（水）
午
前
10
時
〜
正
午

所　
美
和
文
化
会
館
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
M

￥　
3
，3
0
0
円（
12
月
1
日
（水）
ま
で
に

お
支
払
い
く
だ
さ
い
）

定　
25
人（
最
少
催
行
人
数
5
人
）

内　
飾
る
場
所
を
選
ば
な
い
2
W
A
Y
タ

イ
プ
の
お
花
の
お
正
月
飾
り
と
、ペ
ー

パ
ー
フ
ラ
ワ
ー
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

祝
箸
袋
を
作
り
ま
す
。

講　
お
正
月
飾
り　
田
野 

純
子
氏

祝
箸
ふ
く
ろ　
山
口 

の
ぞ
み 

氏

持　
グ
ル
ー
ガ
ン（
お
持
ち
の
方
）、は
さ
み
、

お
持
ち
帰
り
用
の
袋

申　

11
月
3
日（
水・祝
）か
ら
美
和
文
化
会

館
窓
口
ま
た
は
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

問　
美
和
文
化
会
館

☎
4
4
9・1
1
1
4

FAX
4
4
3・7
4
9
6

あ
ま
市
女
性
の
会
講
座「
干
支
の
木
目
込

み
人
形
作
り
」

来
年
の
干
支（
寅
）の
木
目
込
み
人
形
を

作
り
ま
す
。

時　
11
月
9・16
日
（火）

　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

所　
甚
目
寺
公
民
館　
大
会
議
室
1

定　
20
人（
先
着
順
）

￥　
3
，4
0
0
円（
受
講
初
日
に
会
場
で

お
支
払
い
く
だ
さ
い
）

持　
エ
プ
ロ
ン
、小
バ
サ
ミ
、の
り
用
小
皿
、

古
新
聞

申　
11
月
2
日
（火）
午
前
9
時
か
ら
甚
目
寺

公
民
館
窓
口
で
受
け
付
け
ま
す
。

※

電
話
で
の
受
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。

問　
あ
ま
市
女
性
の
会　
村
上

☎
4
4
4・9
3
9
4

FAX
4
4
1・6
7
5
7

親
子
パ
ン
作
り
教
室

親
子
で
楽
し
く
パ
ン
作
り
体
験
を
し
ま

せ
ん
か
！

時　
12
月
11
日
（土） 

午
後
2
時
〜
4
時

所　
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
2
階　
栄

養
指
導
室

対　
あ
ま
市
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護

者
定　
8
組（
先
着
順
）

師　
山
内　
三
津
子
氏

￥　
1
組
1
，0
0
0
円

持　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、ふ
き
ん
2
枚
、飲

み
物
、持
ち
帰
り
用
の
容
器（
箱
な
ど
）、

マ
ス
ク
等

申　
11
月
6
日
（土）
〜
19
日
（金）
午
前
9
時
〜

午
後
5
時
ま
で
に
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
日
曜

日
は
除
く
）

※

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。（
代
理
も
し
く
は
電
話
で
の

申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
）

問　
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

☎
4
4
4・5
3
9
3

FAX
4
4
3・9
7
8
9

き
む
ら

た
の

や
ま
ぐ
ち

じ
ゅ
ん
こ

や
す
こ

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

む
ら
か
み

や
ま
う
ち

み
つ
こ

　　

 
445・1900問合先　市民活動センター ☎

今年度のテーマは「つながるチカラ」
動画でバトンをつないで団体の活動を紹
介するバトンリレー、学生パネラーが大人
と語り合うオンライン討論会など、さまざ
まなチカラがつながる「あまのわ」を開催
します！

あま市主催

info@ama-shiminkatsudo.jp

会期：11月20日（土）より
 11月26日（金）まで
※11月22日（月）・24（水）は休館
時間：午前10時～午後3時
場所：七宝産業会館

あま市市民活動祭
×

あま市社会福祉協議会
ボランティアフェスティバル

第5回あまのわ
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お知らせ

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
が
は
ず
む
健
康
サ
ロ

ン（
七
宝
会
場
）

手
足
を
使
う
、脳
と
心
を
刺
激
す
る
、呼

吸
法
な
ど
楽
し
く
身
体
を
動
か
し
ま
す
。

時　

12
月
2
日
㈭
、令
和
4
年
1
月
6
日

㈭
、2
月
3
日
㈭
、3
月
3
日
㈭
の
全
4

回午
後
1
時
30
分
か
ら
2
時
30
分
ま
で

所　
七
宝
総
合
体
育
館　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
室（
大
）

対　
30
歳
以
上
の
男
女　

定　
20
人（
先
着
順
）

￥　
1
回
3
0
0
円
、（
ク
ラ
ブ
発
行
の
1

冊
1
5
0
0
円（
5
枚
綴
り
）の
チ
ケ
ッ

ト
を
使
用
。

※

非
会
員
は
初
回
の
み
保
険
料
と
し
て
別

途
3
0
0
円
分
の
チ
ケ
ッ
ト
を
集
め
ま

す
）

持　
飲
み
物
、シ
ュ
ー
ズ
、動
き
や
す
い
服

装
、汗
ふ
き
タ
オ
ル

申　

11
月
2
日
（火）
午
前
10
時
か
ら
電
話
、

ま
た
は
あ
ま
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

窓
口
に
て
受
け
付
け
ま
す
。受
付
窓
口

時
間
は
、火
曜
日
か
ら
土
曜
日
の
午
前

9
時
か
ら
午
後
1
時
ま
で
で
す
。

※

締
切
日
は
、開
始
日
の
1
週
間
前
ま
で
。

問　
N
P
O
法
人
あ
ま
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

☎
FAX
9
7
7・7
4
8
4

愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
の
令
和

4
年
度
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す

I
T
ス
キ
ル
科
、O
A
ビ
ジ
ネ
ス
科
、C

A
D
設
計
科

対　

障
が
い
者
で
、次
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
し
て
い
る
方

・
就
労
意
欲
が
あ
り
、技
能
を
身
に
付
け

職
業
的
自
立
を
望
ん
で
い
る
方

・
症
状
が
安
定
し
て
い
る
方

・
訓
練
及
び
集
団
生
活
に
支
障
が
な
い
と

認
め
ら
れ
る
方

定　
I
T
ス
キ
ル
科
20
人
、O
A
ビ
ジ
ネ

ス
科
20
人
、C
A
D
設
計
科
30
人

募
集
期
間　
10
月
1
日
（金）
〜
11
月
19
日
（金）

入
校
選
考
日　
12
月
10
日
（金）

合
格
発
表
日　
12
月
24
日
（金）

選
考
方
法　
筆
記
試
験（
一
般
教
養
試
験
）

及
び
面
接
試
験

入
校
日　
令
和
4
年
4
月
6
日
（水）

訓
練
期
間　
1
年

総
合
実
務
科（
知
的
障
が
い
者
の
方
の
み
）

対　

知
的
障
が
い
者
で
、次
の
要
件
を
す

べ
て
満
た
し
て
い
る
方

・
療
育
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
方
、ま
た

は
判
定
機
関
で
判
定
を
受
け
た
方

・
就
労
意
欲
が
あ
り
、技
能
を
身
に
付
け

職
業
的
自
立
を
望
ん
で
い
る
方

・
訓
練
及
び
集
団
生
活
に
支
障
が
な
い
と

認
め
ら
れ
る
方

・
訓
練
の
受
講
に
際
し
、保
護
者
等
の
理

解
と
協
力
が
得
ら
れ
る
方

定　
15
人

募
集
期
間　
10
月
1
日
（金）
〜
11
月
19
日
（金）

入
校
選
考
日　
12
月
12
日
（日）

合
格
発
表
日　
12
月
24
日
（金）

選
考
方
法　
筆
記
試
験（
適
性
検
査
含
む
）

及
び
面
接
試
験（
運
動
機
能
検
査
含
む
）

入
校
日　
令
和
4
年
4
月
6
日
（水）

訓
練
期
間　
1
年

就
業
支
援
科
、ワ
ー
ク
サ
ポ
ー
ト
科（
精
神

障
が
い
、発
達
障
が
い
の
あ
る
方
の
み
）

対　

精
神
障
が
い
、発
達
障
が
い
の
あ
る

方
で
、次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て

い
る
方

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
所
持
し

て
い
る
方
、ま
た
は
医
師
か
ら
統
合
失

調
症
、そ
う
う
つ
病
、て
ん
か
ん
、発
達

障
が
い
の
診
断
を
受
け
て
い
る
方

・
就
労
意
欲
が
あ
り
、技
能
を
身
に
付
け

職
業
的
自
立
を
望
ん
で
い
る
方

・
症
状
が
安
定
し
て
い
る
方

・
訓
練
及
び
集
団
生
活
に
支
障
が
な
い
と

認
め
ら
れ
る
方

注
意
事
項　

入
校
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

応
募
す
る
前
に
見
学
会
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

①　
就
業
支
援
科

募
集
期
間　
10
月
1
日
（金）
〜
11
月
19
日
（金）

募
集
定
員　
10
人

入
校
選
考
日　
12
月
10
日
（金）

合
格
発
表
日　
12
月
17
日
（金）

選
考
方
法　
筆
記
試
験（
一
般
教
養
試
験
）

及
び
面
接
試
験

入
校
日　
令
和
4
年
1
月
6
日
（木）

訓
練
期
間　
3
か
月

②　
ワ
ー
ク
サ
ポ
ー
ト
科

募
集
期
間　
令
和
4
年
1
月
4
日
（火）
〜
2

月
16
日
（水）

募
集
定
員　
10
人

入
校
選
考
日　
令
和
4
年
3
月
7
日
（月）

合
格
発
表
日　
令
和
4
年
3
月
14
日
（月）

選
考
方
法　
筆
記
試
験（
一
般
教
養
試
験
）

及
び
面
接
試
験

入
校
日　
令
和
4
年
4
月
6
日
（水）

訓
練
期
間　
9
か
月

共
通
事
項

応
募
方
法　
居
住
地
を
管
轄
す
る
公
共
職

業
安
定
所
で
職
業
相
談
さ
れ
た
後
、入

校
願
書
と
健
康
診
断
書
を
公
共
職
業
安

定
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

寄
宿
舎　
身
体
に
障
が
い
が
あ
っ
て
通
校

が
困
難
な
方
の
う
ち
、一
定
の
要
件
を

満
た
す
こ
と
に
よ
り
、寄
宿
舎
に
入
舎

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。な
お
、寄
宿
舎

の
使
用
料
は
無
料
で
す
が
、食
費
は
必

要
で
す
。

費
用　

受
験
料
、入
校
料
及
び
授
業
料
は

無
料
で
す
。た
だ
し
、教
科
書
代
、食
費

な
ど
は
実
費
が
必
要
で
す
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
津
島

☎
0
5
6
7・2
6・3
1
5
8

愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

☎
0
5
3
3・9
3・2
1
0
2

第
12
回
市
民
卓
球
大
会

一
般
の
部

時　
12
月
12
日
㈰　
午
前
8
時
30
分

対　
市
内
在
住
、ま
た
は
在
勤
の
方
で
、高

校
生
以
上
の
方

￥　
1
人
5
0
0
円

申　
11
月
5
日
㈮
〜
13
日
㈯

中
学
生
の
部

時　
12
月
18
日
㈯　
午
前
8
時
30
分

対　

市
内
在
住
の
中
学
生（
市
内
中
学
校

に
在
学
さ
れ
て
い
る
方
は
学
校
単
位
で

申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
）

￥　

1
人
2
0
0
円（
大
会
当
日
に
会
場

で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
）

申　
11
月
5
日
㈮
〜
26
日
㈮

共
通
事
項

所　
七
宝
総
合
体
育
館　
ア
リ
ー
ナ

催　
あ
ま
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

管　
あ
ま
市
卓
球
協
会

問　
七
宝
総
合
体
育
館

☎
4
4
1･

5
0
0
1

FAX
4
4
2・5
1
7
7

第
12
回
市
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
一
般
女
子
と
高
校
生
女
子
の
部
）（
中

学
生
女
子
の
部
）

時　
12
月
12
日
㈰　
（
雨
天
時
は
中
止
）

開
始　
午
前
9
時

所　
七
宝
鷹
居
グ
ラ
ウ
ン
ド

対　

市
内
在
住
、在
勤
お
よ
び
在
学
の
女

性
の
方
で
、9
人
以
上
で
構
成
す
る

チ
ー
ム
ま
た
は
あ
ま
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

協
会
所
属
チ
ー
ム

開
会
式・監
督
者
会・抽
選
会

時　
11
月
24
日
（水）　
午
後
7
時
か
ら

所　
七
宝
総
合
体
育
館　

1
階
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
室

チ
ー
ム
編
成　

監
督
・
コ
ー
チ
・
ス
コ
ア

ラ
ー
各
1
名
、選
手
9
人
以
上
と
す
る
。

（
監
督
・
コ
ー
チ
・
ス
コ
ア
ラ
ー
が
選
手

を
兼
ね
る
場
合
は
、必
ず
選
手
登
録
を

す
る
こ
と
）

￥　
一
般
女
子
は
1
チ
ー
ム
1
，0
0
0
円
、

高
校
生
女
子
と
中
学
生
女
子
は
無
料

申　
11
月
2
日
（火）
か
ら
16
日
（火）
ま
で

催　
あ
ま
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

管　
あ
ま
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

問　
七
宝
総
合
体
育
館

☎
4
4
1･

5
0
0
1

FAX
4
4
2・5
1
7
7

市
民
大
会
共
通
事
項

・
参
加
申
込
書
を
申
込
期
日
ま
で
に
ご
記

入
の
う
え
、七
宝・甚
目
寺
総
合
体
育
館
、

美
和
公
民
館
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

体
育
館
の
休
館
日（
月
曜
日
）、美
和
公

民
館
の
休
館
日（
木
曜
日
）は
除
き
ま
す
。

・
競
技
中
に
お
け
る
選
手
の
疾
病
な
ら
び

に
ケ
ガ
に
つ
い
て
は
、応
急
処
置
は
い

た
し
ま
す
が
、そ
の
後
の
責
任
は
保
険

の
範
囲
内
と
し
ま
す
。

・
参
加
者
の
都
合
で
参
加
で
き
な
か
っ
た

場
合
、参
加
費
の
返
却
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
参
加
申
込
書
に
記
載
さ
れ
る
個
人
情
報

に
つ
い
て
は
本
大
会
開
催
に
か
か
る
事

務
以
外
の
目
的
に
使
用
し
ま
せ
ん
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ

り
大
会
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
大
会
当
日
は
検
温
を
し
て
体
調
が
優
れ

な
い
場
合
は
参
加
を
辞
退
い
た
だ
く
よ

う
ご
協
力
下
さ
い
。

22令和3年11月号



あま市
「みんなの掲示板」
～皆さんの活動情報お知らせください～

お知らせ

あま地産地消ふれあい軽トラ市
　七宝焼アートヴィレッジ敷
地内において、市近郊で生産
された野菜などを生産者が販
売する軽トラ市を開催してい
ます。天候や販売状況等によ
り終了時間が早くなることも
あります。
日時　毎週日曜日

午前7時30分～10時30分

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
が
は
ず
む
健
康
サ
ロ

ン（
七
宝
会
場
）

手
足
を
使
う
、脳
と
心
を
刺
激
す
る
、呼

吸
法
な
ど
楽
し
く
身
体
を
動
か
し
ま
す
。

時　

12
月
2
日
㈭
、令
和
4
年
1
月
6
日

㈭
、2
月
3
日
㈭
、3
月
3
日
㈭
の
全
4

回午
後
1
時
30
分
か
ら
2
時
30
分
ま
で

所　
七
宝
総
合
体
育
館　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
室（
大
）

対　
30
歳
以
上
の
男
女　

定　
20
人（
先
着
順
）

￥　
1
回
3
0
0
円
、（
ク
ラ
ブ
発
行
の
1

冊
1
5
0
0
円（
5
枚
綴
り
）の
チ
ケ
ッ

ト
を
使
用
。

※

非
会
員
は
初
回
の
み
保
険
料
と
し
て
別

途
3
0
0
円
分
の
チ
ケ
ッ
ト
を
集
め
ま

す
）

持　
飲
み
物
、シ
ュ
ー
ズ
、動
き
や
す
い
服

装
、汗
ふ
き
タ
オ
ル

申　

11
月
2
日
（火）
午
前
10
時
か
ら
電
話
、

ま
た
は
あ
ま
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

窓
口
に
て
受
け
付
け
ま
す
。受
付
窓
口

時
間
は
、火
曜
日
か
ら
土
曜
日
の
午
前

9
時
か
ら
午
後
1
時
ま
で
で
す
。

※

締
切
日
は
、開
始
日
の
1
週
間
前
ま
で
。

問　
N
P
O
法
人
あ
ま
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

☎
FAX
9
7
7・7
4
8
4

愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
の
令
和

4
年
度
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す

I
T
ス
キ
ル
科
、O
A
ビ
ジ
ネ
ス
科
、C

A
D
設
計
科

対　

障
が
い
者
で
、次
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
し
て
い
る
方

・
就
労
意
欲
が
あ
り
、技
能
を
身
に
付
け

職
業
的
自
立
を
望
ん
で
い
る
方

・
症
状
が
安
定
し
て
い
る
方

・
訓
練
及
び
集
団
生
活
に
支
障
が
な
い
と

認
め
ら
れ
る
方

定　
I
T
ス
キ
ル
科
20
人
、O
A
ビ
ジ
ネ

ス
科
20
人
、C
A
D
設
計
科
30
人

募
集
期
間　
10
月
1
日
（金）
〜
11
月
19
日
（金）

入
校
選
考
日　
12
月
10
日
（金）

合
格
発
表
日　
12
月
24
日
（金）

選
考
方
法　
筆
記
試
験（
一
般
教
養
試
験
）

及
び
面
接
試
験

入
校
日　
令
和
4
年
4
月
6
日
（水）

訓
練
期
間　
1
年

総
合
実
務
科（
知
的
障
が
い
者
の
方
の
み
）

対　

知
的
障
が
い
者
で
、次
の
要
件
を
す

べ
て
満
た
し
て
い
る
方

・
療
育
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
方
、ま
た

は
判
定
機
関
で
判
定
を
受
け
た
方

・
就
労
意
欲
が
あ
り
、技
能
を
身
に
付
け

職
業
的
自
立
を
望
ん
で
い
る
方

・
訓
練
及
び
集
団
生
活
に
支
障
が
な
い
と

認
め
ら
れ
る
方

・
訓
練
の
受
講
に
際
し
、保
護
者
等
の
理

解
と
協
力
が
得
ら
れ
る
方

定　
15
人

募
集
期
間　
10
月
1
日
（金）
〜
11
月
19
日
（金）

入
校
選
考
日　
12
月
12
日
（日）

合
格
発
表
日　
12
月
24
日
（金）

選
考
方
法　
筆
記
試
験（
適
性
検
査
含
む
）

及
び
面
接
試
験（
運
動
機
能
検
査
含
む
）

入
校
日　
令
和
4
年
4
月
6
日
（水）

訓
練
期
間　
1
年

就
業
支
援
科
、ワ
ー
ク
サ
ポ
ー
ト
科（
精
神

障
が
い
、発
達
障
が
い
の
あ
る
方
の
み
）

対　

精
神
障
が
い
、発
達
障
が
い
の
あ
る

方
で
、次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て

い
る
方

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
所
持
し

て
い
る
方
、ま
た
は
医
師
か
ら
統
合
失

調
症
、そ
う
う
つ
病
、て
ん
か
ん
、発
達

障
が
い
の
診
断
を
受
け
て
い
る
方

・
就
労
意
欲
が
あ
り
、技
能
を
身
に
付
け

職
業
的
自
立
を
望
ん
で
い
る
方

・
症
状
が
安
定
し
て
い
る
方

・
訓
練
及
び
集
団
生
活
に
支
障
が
な
い
と

認
め
ら
れ
る
方

注
意
事
項　

入
校
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

応
募
す
る
前
に
見
学
会
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

①　
就
業
支
援
科

募
集
期
間　
10
月
1
日
（金）
〜
11
月
19
日
（金）

募
集
定
員　
10
人

入
校
選
考
日　
12
月
10
日
（金）

合
格
発
表
日　
12
月
17
日
（金）

選
考
方
法　
筆
記
試
験（
一
般
教
養
試
験
）

及
び
面
接
試
験

入
校
日　
令
和
4
年
1
月
6
日
（木）

訓
練
期
間　
3
か
月

②　
ワ
ー
ク
サ
ポ
ー
ト
科

募
集
期
間　
令
和
4
年
1
月
4
日
（火）
〜
2

月
16
日
（水）

募
集
定
員　
10
人

入
校
選
考
日　
令
和
4
年
3
月
7
日
（月）

合
格
発
表
日　
令
和
4
年
3
月
14
日
（月）

選
考
方
法　
筆
記
試
験（
一
般
教
養
試
験
）

及
び
面
接
試
験

入
校
日　
令
和
4
年
4
月
6
日
（水）

訓
練
期
間　
9
か
月

共
通
事
項

応
募
方
法　
居
住
地
を
管
轄
す
る
公
共
職

業
安
定
所
で
職
業
相
談
さ
れ
た
後
、入

校
願
書
と
健
康
診
断
書
を
公
共
職
業
安

定
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

寄
宿
舎　
身
体
に
障
が
い
が
あ
っ
て
通
校

が
困
難
な
方
の
う
ち
、一
定
の
要
件
を

満
た
す
こ
と
に
よ
り
、寄
宿
舎
に
入
舎

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。な
お
、寄
宿
舎

の
使
用
料
は
無
料
で
す
が
、食
費
は
必

要
で
す
。

費
用　

受
験
料
、入
校
料
及
び
授
業
料
は

無
料
で
す
。た
だ
し
、教
科
書
代
、食
費

な
ど
は
実
費
が
必
要
で
す
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
津
島

☎
0
5
6
7・2
6・3
1
5
8

愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

☎
0
5
3
3・9
3・2
1
0
2

第
12
回
市
民
卓
球
大
会

一
般
の
部

時　
12
月
12
日
㈰　
午
前
8
時
30
分

対　
市
内
在
住
、ま
た
は
在
勤
の
方
で
、高

校
生
以
上
の
方

￥　
1
人
5
0
0
円

申　
11
月
5
日
㈮
〜
13
日
㈯

中
学
生
の
部

時　
12
月
18
日
㈯　
午
前
8
時
30
分

対　

市
内
在
住
の
中
学
生（
市
内
中
学
校

に
在
学
さ
れ
て
い
る
方
は
学
校
単
位
で

申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
）

￥　

1
人
2
0
0
円（
大
会
当
日
に
会
場

で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
）

申　
11
月
5
日
㈮
〜
26
日
㈮

共
通
事
項

所　
七
宝
総
合
体
育
館　
ア
リ
ー
ナ

催　
あ
ま
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

管　
あ
ま
市
卓
球
協
会

問　
七
宝
総
合
体
育
館

☎
4
4
1･

5
0
0
1

FAX
4
4
2・5
1
7
7

第
12
回
市
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
一
般
女
子
と
高
校
生
女
子
の
部
）（
中

学
生
女
子
の
部
）

時　
12
月
12
日
㈰　
（
雨
天
時
は
中
止
）

開
始　
午
前
9
時

所　
七
宝
鷹
居
グ
ラ
ウ
ン
ド

対　

市
内
在
住
、在
勤
お
よ
び
在
学
の
女

性
の
方
で
、9
人
以
上
で
構
成
す
る

チ
ー
ム
ま
た
は
あ
ま
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

協
会
所
属
チ
ー
ム

開
会
式・監
督
者
会・抽
選
会

時　
11
月
24
日
（水）　
午
後
7
時
か
ら

所　
七
宝
総
合
体
育
館　

1
階
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
室

チ
ー
ム
編
成　

監
督
・
コ
ー
チ
・
ス
コ
ア

ラ
ー
各
1
名
、選
手
9
人
以
上
と
す
る
。

（
監
督
・
コ
ー
チ
・
ス
コ
ア
ラ
ー
が
選
手

を
兼
ね
る
場
合
は
、必
ず
選
手
登
録
を

す
る
こ
と
）

￥　
一
般
女
子
は
1
チ
ー
ム
1
，0
0
0
円
、

高
校
生
女
子
と
中
学
生
女
子
は
無
料

申　
11
月
2
日
（火）
か
ら
16
日
（火）
ま
で

催　
あ
ま
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

管　
あ
ま
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

問　
七
宝
総
合
体
育
館

☎
4
4
1･

5
0
0
1

FAX
4
4
2・5
1
7
7

市
民
大
会
共
通
事
項

・
参
加
申
込
書
を
申
込
期
日
ま
で
に
ご
記

入
の
う
え
、七
宝・甚
目
寺
総
合
体
育
館
、

美
和
公
民
館
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

体
育
館
の
休
館
日（
月
曜
日
）、美
和
公

民
館
の
休
館
日（
木
曜
日
）は
除
き
ま
す
。

・
競
技
中
に
お
け
る
選
手
の
疾
病
な
ら
び

に
ケ
ガ
に
つ
い
て
は
、応
急
処
置
は
い

た
し
ま
す
が
、そ
の
後
の
責
任
は
保
険

の
範
囲
内
と
し
ま
す
。

・
参
加
者
の
都
合
で
参
加
で
き
な
か
っ
た

場
合
、参
加
費
の
返
却
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
参
加
申
込
書
に
記
載
さ
れ
る
個
人
情
報

に
つ
い
て
は
本
大
会
開
催
に
か
か
る
事

務
以
外
の
目
的
に
使
用
し
ま
せ
ん
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ

り
大
会
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
大
会
当
日
は
検
温
を
し
て
体
調
が
優
れ

な
い
場
合
は
参
加
を
辞
退
い
た
だ
く
よ

う
ご
協
力
下
さ
い
。

時

にし　むら

企画政策課
444・1712
444・0982

23 令和3年11月号



８月１３日（金）美和文化会館大ホールにて認知症講演会を開催しま
した。感染拡大防止対策を講じて、１５５名の方にご参加いただきまし
た。講師には認知症当事者の近藤 葉子 氏と認定作業療法士の伊藤 
篤史 氏をお招きし、対談形式にてご講演いただきました。近藤 葉子 
氏は県より、認知症の人本人からの発信の機会が増えるよう認知症
に関する普及啓発を行う「認知症希望大使」に任命されています。参
加者からは「当事者の方の声が聞けて理解が深まった」「明るく前向
きな生き方に感動した」など、多くの反響をいただきました。

令和３年度　認知症講演会を開催しました

宝くじの社会貢献広報事業として、一般財団法人自治総合
センターが行う一般コミュニティ助成事業の助成を受け、本
郷コミュニティ協議会及び下萱津地区コミュニティ推進協議
会が、活動活性化用の太鼓等などの整備を行いました。
この助成は同センターが地域コミュニティの活動の充実・
強化を図ることにより、地域社会の健全な発展と住民福祉の
向上に寄与するための事業です。
今回の備品整備によって、地域住民が自主的に行うコミュ
ニティ活動の更なる活性化が期待されます。

宝くじの助成金で整備しました

市内で交通死亡事故が発生したことを受け、８月３１日（火）
に七宝町伊福交差点で津島警察署及びあま市交通安全協会
の方々と協力して、交通安全の意識向上を図るため、緊急の
交通安全街頭啓発を実施しました。
令和３年８月末現在で、市内の交通死亡事故が３件発生し
ております。このことを重く受け止め、今後悲惨な交通死亡事
故を着実に減らしていくために、市民一人ひとりが交通事故
の危険性を認識し、日頃から交通ルールやマナーを厳守して
行動しましょう。

交通死亡事故発生抑止のための緊急街頭啓発！

８月１５日（日）美和文化会館・多目的ホールで、あま市の聖火「あ
ま・勇健の火」を採火しました。
愛知県障害者スポーツ指導者協議会の島 智一 氏、あま市身体
障害者福祉協会の山田 逸子 氏、そして村上市長で、七宝焼で作っ
た聖火ランタンに火を灯し、その後パラスポーツの体験や、９月２日
にカヌー競技で東京パラリンピックに出場されました加治 良美選
手より届いたメッセージの視聴を行いました。
「あま・勇健の火」は同日愛知県庁で行われた集火式・出立式に運
ばれ、「愛知県の火」と一つになり、その後８月２４日に行われた東京
パラリンピック開会式で一つの聖火となりました。

東京パラリンピック聖火リレー関連事業「あま・勇健の火」採火式を開催

カメラルポカメラルポ

こんどう　  ようこ いとう

あつし

しま　  ともかず

やまだ　   いつこ

かじ　     よしみ

お知らせ



七
宝
焼
体
験
教
室
特
別
企
画

「
ク
リ
ス
マ
ス
の
ペ
ン
ダ
ン
ト
」

ク
リ
ス
マ
ス
シ
ー
ズ
ン
の
お
出
掛
け

に
ピ
ッ
タ
リ
な
ペ
ン
ダ
ン
ト
で
す
。

時　

11
月
11
日
（木）
、16
日
(火)
、18
日
（木）
、

20
日
（土）
、21
日
（日）
の
い
ず
れ
か
1
日

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

所　
交
流
工
房

定　
40
名（
先
着
順
）

￥　

２
，５
０
０
円

申　

11
月
2
日
（火）
か
ら
窓
口
も
し
く
は

　
電
話
に
て
受
け
付
け
ま
す
。

七
宝
焼
体
験
教
室
特
別
企
画「
干
支

（
寅
）の
額
絵
」

毎
年
恒
例
の
干
支
の
額
絵
。令
和
4

年
の
干
支「
寅（
と
ら
）」の
額
絵
で
新
年

を
迎
え
る
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

時　
12
月
1
日
（水）
、2
日
(木)
、3
日
（金）
、

4
日
（土）
、5
日
（日）
の
い
ず
れ
か
1
日

　
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

所　
交
流
工
房

定　
30
名（
先
着
順
）

￥　
6
，５
0
0
円（
額
付
）

申　

11
月
23
日（
火
・
祝
）か
ら
、窓
口
も

　
し
く
は
電
話
に
て
受
け
付
け
ま
す
。

伝
統
文
化
映
画
会

「
秩
父
の
夜
祭
り―

山
波
の
音
が
聞
こ

え
る―

」

「
秩
父
の
夜
祭
り
」は
秩
父
盆
地
に
残

さ
れ
て
き
た
た
く
さ
ん
の
祭
り
の
な
か

で
も
最
大
で
あ
る
。こ
の
映
画
は
、秩
父

盆
地
の
主
要
産
業
で
あ
っ
た
養
蚕
と
秩

父
神
社
の
妙
見
信
仰
か
ら
祭
の
中
に
生

き
る
民
俗
の
こ
こ
ろ
を
探
る
作
品
。（
上

映
時
間
34
分
）

時　
11
月
6
日
(土)
・
7
日
(日)　

　
午
前
11
時
〜
、午
後
2
時
〜

所　
交
流
工
房

定　
各
回
20
人（
先
着
順
）

「
七
宝
職
人
さ
ん
大
集
合
」

七
宝
職
人
が
全
工
程
に
勢
揃
い
し
て

技
を
披
露
し
ま
す
。職
人
の
技
を
間
近

で
見
る
こ
と
が
で
き
る
絶
好
の
機
会
で

す
。

時　
11
月
28
日
(日)

　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時
30
分

所　
実
演
コ
ー
ナ
ー

￥　
無
料

尾
張
七
宝
の
匠
の
美

「
第
39
回
七
宝
新
作
展
」

七
宝
町
七
宝
焼
生
産
者
協
同
組
合
と

名
古
屋
七
宝
協
同
組
合
が
約
１
９
０
年

の
伝
統
の
技
術
・
技
法
を
受
け
継
い
だ

伝
統
的
工
芸
品「
尾
張
七
宝
」の
新
作
を

発
表
す
る
第
39
回
七
宝
新
作
展
を
開
催

し
ま
す
。

現
代
の
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
や
作
風
を

取
り
入
れ
た
花
瓶
、額
、ア
ク
セ
サ
リ
ー

な
ど
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

期
間
中
は
、常
設
展
示
室
も
無
料
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

時　
11
月
26
日
(金)
〜
28
日
(日)

　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時
30
分

※

最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で
で
す
。

所　
企
画
展
示
室

￥　
無
料

催　
七
宝
町
七
宝
焼
生
産
者
協
同
組
合

共　
名
古
屋
七
宝
協
同
組
合

援　
愛
知
県
、あ
ま
市
、あ
ま
市
教
育
委

　
員
会
、あ
ま
市
観
光
協
会

　
　

　

　

◆ 
開
館
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

◆ 
今
月
の
休
館
日
　
1
日
（月）・4
日
（木）・8
日
（月）・15
日
（月）・22
日
（月）・24
日
（水）・29
日
（月）

◆ 
問
合
先
　
☎
4
4
3・7
5
8
8
　
FAX
4
4
3・7
1
2
2

お知らせ



『いちにちだじゃれ』

行事名 日時 場所 対象 内容

美和図書館

行事名 日時 場所 対象 内容

甚目寺公民館図書室

教養室 乳児・
幼児

もこもこの
おはなし会

１２日（金）
午前１０時３０分～１１時

絵本とわらべうたを
親子で楽しみます。

絵本とわらべうたを
親子で楽しみます。

和風
会議室１

幼児・
児童

この本だいすきの会
のよみきかせ

２０・２７日（土）
午後２時～２時３０分

和風
会議室１

幼児・
児童

おどうぐばこの
かみしばい

１３日（土）
午後２時～２時３０分

絵本「いちにち」シリーズの最新版。
「だじゃれ」という言葉あそびが、ゆか
いな絵で表現されている。「ぼく」が
だじゃれそのものになってしまう斬新
さが楽しい。「いちにちだじゃれたい
そう」が表紙裏に描かれているので、
ぜひ一緒に体を動かしてみよう！

（美和図書館所蔵）

※上記の予定については、中止または変更となる場合があります。確認のうえご来館ください。

11
乳児・
幼児ホワイエもこもこの

おはなし会

一般会議室４日（木）
午前１０時～１１時３０分読書会

ふくべあきひろ／さく　
かわしまななえ／え　PHP研究所

会議室

会議室

絵本とわらべうたを
親子で楽しみます。

ストーリーテリング
の練習をしています

３日（水・祝）
午後２時～２時３０分

19日（金）
午後２時～４時

ふれあいの森
またはホワイエ

「世界を変えた女
性たち」について

２０日（土）
午後２時～２時３０分

１１日（木）
午前１０時～１１時３０分

おはなし
コーナー

※詳しくは美和図書館までお問い合わせください。

☆雑誌譲渡会(第２回)
日 時　１１月14日（日）午前１０時～　場所　美和文化会館ロビー
※ちいさなブックリサイクルは１２月初旬に図書館入口で行います。

☆大人の寺子屋　「二ツ寺大根について知ろう」

☆特別展示「ブリキのおもちゃと琺瑯看板でみる昭和の風景展」
ほうろう

☆歴史講演会　「福島正則と関ヶ原の戦い」
ふくしま      まさのり

美和図書館
開館時間　9月～3月　午前9時～午後5時
 4月～8月　午前9時～午後6時
休館日 月曜日（祝日は開館）、
　　　　　11月26日（金）

問合先　美和図書館　☎449・1070　FAX443・7496

甚目寺公民館図書室
開室時間　午前9時～午後5時
休館日 月曜日
雑誌の譲与　11・25日（木）午前10時～
※雑誌の譲与は甚目寺公民館１階ロビーで行い
ます。
問合先　甚目寺公民館　☎444・1621　FAX443・9778

七宝公民館読書室
開室時間 午前9時～午後5時
休館日 月曜日
貸出日時 毎週金曜日　午前9時～午後5時、
 第3日曜日　 午後1時～5時

問合先　七宝公民館　☎444・2511　FAX444・2512

パソコンの使い方でお悩みの方、ボランティア相談員がやさし
く丁寧に教えます。お気軽にお越しください。パソコンの持ち込
み相談もできます。※中止となる場合があります。

場所 日時 問合先

新型コロナウイルス感染症対策のため、事前予約制
（5組まで）とします。実施日の2日前までに、電話か窓口
でお申し込みください。※中止となる場合があります。

七宝公民館
和室

甚目寺公民館
和風会議室１

11月12・26日（金）
午前10時～正午

※手形ノートの返却を
ご希望の方は窓口まで

七宝公民館
☎444・2511
FAX444・2512

甚目寺公民館
☎444・1621
FAX443・9778

11月17日(水)
午前11時～午後2時

場所 日時 問合先

七宝公民館読書室

もこもこの
おはなし会

２６日（金）
午前１０時３０分～１１時

和室
（子育て
サロン内）

乳児・
幼児

郷土の野菜、二ツ寺大根を復活させた市内在住の亀卦川 参生 氏よりお話を聞きます。
日 時　１２月１８日（土）午後２時～３時　　場 所　美和文化会館会議室
申 込　１１月１３日（土）午前９時から図書館カウンターまたは電話で受け付けます。
定 員　１０人　　対 象　中学生以上

き    け   がわ みつお

関ケ原町歴史民俗学習館館長/不破関資料館館長の飯沼 暢康 氏をお迎えし、勝敗の鍵をに
ぎっていた福島正則の人物像を中心に、関ケ原の戦いについてお話をしていただきます。
日 時　11月13日（土）午後2時～3時30分

いいぬま のぶやす

ふくしま まさのり

先月に引き続き、ウィルあいち所長で鉄腕アトムコレクターの小池 信純 氏とあま市文化の杜統
括館長で昭和レトロコレクターの高橋 直弘 氏からコレクションをお借りして行っています。
期 間　～１１月２８日（日）

こいけ のぶずみ

たかはし なおひろ

課題本 『夏の花』
原民喜/著　筑摩書房
グー・チョキ・パーのメンバー
による楽しいおはなし会

はらたみき



美和子育て支援センター

市では、未就園児を中心に地域全体で子育て家庭を支援するため、地域子育て支援拠点事業として「子育て支援セ
ンター事業」と「つどいの広場事業」を実施しています。

《子育て支援センター事業》《子育て支援センター事業》
子育ての迷いや不安を相談してみませんか？子育て
支援センターでは専任の保育士が自由来所や各種広
場、サークル支援を行っています。安心して子どもが遊
べるように子どもに適した環境で皆さんのご利用をお
待ちしています。お気軽に遊びに来てください。子育て
情報もたくさん用意しています。

《つどいの広場事業》《つどいの広場事業》
つどいの広場は主に乳幼児を持つ親子が気軽に集

い、打ち解けた雰囲気の中で語り合い、交流を図る場で
す。専任の子育てアドバイザーが子育てに対する疑問、
不安等相談に応じます。あそびにきてね！

美和つどいの広場

TO³クラブ〔市内在住の満1歳以上、未就園の親子〕 登録制
11月12日(金)　萱津保育園　　11月18日(木)　七宝北部保育園
11月24日(水)　昭和保育園　　11月25日(木)　新居屋保育園
問合先　子育て支援課　☎444・3173

甚目寺子育て支援センター
場　所　昭和保育園
日　時　月～金曜日　※祝日はお休みします。
予約制　①午前9時20分～10時10分　②午前10時30分～11時20分

③午後1時～1時50分　④午後2時10分～3時
詳細につきましては、甚目寺子育て支援センターにお問
い合わせください。

行事〔　〕内は、各行事の対象者
●わらべうたあそび[乳幼児をもつ親子]　11月8日（月）　各8組
①午前9時20分～10時10分　②午前10時30分～11時20分
●絵本の読み聞かせ[乳幼児をもつ親子]
11月16日(火)　各8組
①午前9時20分～10時10分　②午前10時30分～11時20分
●赤ちゃんとあそぼう〔生後２か月～11か月のお子さんとその親〕
11月22日(月)　各8組 
③午後1時～1時50分　④午後2時10分～3時
 ママたちと交流し、ふれあい遊びも楽しみます。
要申込　11月5日（金）午前9時から電話にて予約を受け付けます。
●看護師による講話[乳幼児をもつ親子]　
11月26日（金）　各8組　①午前9時20分～　②午前10時30分～
●わくわく広場[乳幼児をもつ親子]
11月29日(月)　 各8組
①午前9時20分～10時10分　②午前10時30分～11時20分
③午後1時～1時50分　④午後2時10分～3時
誕生会やいろいろなあそびを楽しみます。
要申込　11月1日（月）午前9時から電話にて予約を受け付けます。
問合先　甚目寺子育て支援センター　☎444・6663

七宝子育て支援センター
場　所　七宝高齢者生きがい活動センター
日　時　月～金曜日　※祝日はお休みします。
予約制　①午前9時20分～10時10分　②午前10時30分～11時20分

③午後1時～1時50分　④午後2時10分～3時
詳細につきましては、七宝子育て支援センターにお問
い合わせください。

行事〔　〕内は、各行事の対象者
●お話会[乳幼児をもつ親子]
11月12日(金)　 各8組
①午前9時20分～10時10分　②午前10時30分～11時20分
●わらべうたあそび[乳幼児をもつ親子]
11月16日（火）　各8組
①  午前9時20分～10時10分　②午前10時30分～11時20分
●ほんわか広場[乳幼児をもつ親子]
11月19日(金)　各8組
①午前9時20分～10時10分　②午前10時30分～11時20分
③午後1時～1時50分　④午後2時10分～3時
誕生会やいろいろなあそびを楽しみます。
要申込　11月1日（月）午前9時から電話にて予約を受け付けます。
●赤ちゃんとあそぼう〔生後２か月～11か月のお子さんとその親〕
11月26日(金)　各8組
③午後1時～1時50分　④午後2時10分～3時
ママたちと交流し、ふれあい遊びも楽しみます。
要申込　11月5日（金）午前9時から電話にて予約を受け付けます。
問合先　七宝子育て支援センター　☎442・2420

場　所　美和保健センター
日　時　月～金曜日　※祝日はお休みします。
予約制　①午前9時20分～10時10分　②午前10時30分～11時20分

③午後1時～1時50分　④午後2時10分～3時
詳細につきましては、美和子育て支援センターにお問
い合わせください。

行事〔 　〕内は、各行事の対象者
●わらべうたあそび[乳幼児をもつ親子]　
11月10日（水）　各8組
①午前9時20分～10時10分　②午前10時30分～11時20分
●お話会[乳幼児をもつ親子]
11月11日(木)　各8組
①午前9時20分～10時10分　②午前10時30分～11時20分
●赤ちゃんとあそぼう〔生後２か月～11か月のお子さんとその親〕
11月17日(水)　各8組
③午後1時～1時50分　④午後2時10分～3時
ママたちと交流し、ふれあい遊びも楽しみます。
要申込　11月5日（金）午前9時から電話にて予約を受け付けます。

●にこにこ広場[乳幼児をもつ親子]
11月24日(水)　各8組
①午前9時20分～10時10分　②午前10時30分～11時20分
③午後1時～1時50分　④午後2時10分～3時
誕生会やいろいろなあそびを楽しみます。
要申込　11月1日（月）午前9時から電話にて予約を受け付けます。

問合先　美和子育て支援センター  ☎444・7778

場　所　美和児童館
日　時　毎週火・水・木・金曜日　※祝日はお休みします。
予約制　①午前9時20分～10時10分　②午前10時30分～11時20分

③午後1時～1時50分　④午後2時10分～3時
詳細につきましては、美和つどいの広場にお問い合わせください。

●お話会　11月4日（木）　各3組
①午前9時20分～10時10分　②午前10：30～11時20分
●わらべうたあそび　11月12日（金）　各4組
①午前9時20分～10時10分　②午前10時30分～11時20分
要申込　11月2日（火）午前9時から電話にて予約を受け付けます。
●にこにこベビーデー[満1歳までのお子さん優先の日]
　11月18日（木）　各4組
③午後1時～1時50分　④午後2時10分～3時
要申込　11月5日（金）9時から電話にて予約を受け付けます。
●移動児童館[市内在住の未就園児（1.5歳以上）とその親]11月26日（金）15組午前10時～11時
要申込　11月9日（火）午前9時から電話にて予約を受け付けます。
●ふれあい広場（腹話術）　11月30日（火）　各4組
①午前9時20分～10時10分　②午前10時30分～11時20分
要申込　11月2日（火）午前9時から電話にて予約を受け付けます。
問合先　美和つどいの広場　☎442・3515



開館時間　午前9時～午後5時 
休 館 日　日曜日・祝日 

児童館まつり

ちびっこあつまれ

コアラ教室（バルーンで遊ぼう）

ちびっこあつまれ



ちびっこあつまれ（工作あそび）

児童館まつり

※開催時間、休館日、事業の詳細な内容は、問合先にお尋ねください。
※新型コロナウイルス感染状況により、変更・中止になる場合があります。



お知らせ

親子ふれあいクッキング

12月12日（日）

美和公民館

4組（1家族4人まで）

トマトクリームスープ、餃子の皮のピザ、蒸しパンを作ります

午前10時～午後1時

1人300円

筆記用具、エプロン、ふきん、三角巾（無い場合は手ぬぐいでも可）、マスク

11月8日（月）から甚目寺保健センターの窓口または電話でお申し込みください。

甚目寺保健センター　　☎443・0005　FAX443・5461

昭和37年4月2日～昭和54年4月1日生まれの男性の方へ
風しんの抗体検査及び予防接種の

無料クーポンの有効期限は令和4年3月31日です

～家族で食事の楽しさ・ありがたさを学びましょう♪～
親子ふれあいクッキングのお知らせ



あま市民病院だより

いわた まさみ



11月の予定

甚目寺保健センター

甚目寺保健センター

美和保健センター

七宝保健センター

こころの相談室
要申込

あま安心ダイヤル 0120・201・072 医師・看護師・保健師などによる健康についての電話相談24時間受付・年中無休・通話料無料

ウォーキングあま 篠田防災
コミュニティセンター ９日（火） 午前9時30分～

11時30分 篠田コース 市内在住・在勤の方
（申込受付は当日です）

令和3年2月生

令和3年6月～7月生

令和3年6月生

乳幼児をもつ
希望者

妊婦及び夫 妊娠中・産後の栄養の話

午前９時45分～
10時

午前９時45分～
10時

午前9時30分～
 10時15分

午前9時10分～
 9時25分

甚目寺保健センター
七宝保健センター
美和保健センター

七宝総合福祉センター
美和総合福祉センター すみれの里
森憩の家
人権ふれあいセンター
甚目寺保健センター
坂牧コミュニティ防災センター
美和保健センター
七宝保健センター
上萱津コミュニティ防災センター
篠田防災コミュニティセンター

22日（月）
8日（月）
24日（水）
17日（水）
29日（月）
19日（金）
26日（金）
4日（木）
22日（月）
11日（木）
5日（金）
12日（金）
19日（金）

甚目寺保健センター　☎443・0005　FAX443・5461



沖之島・遠島・安松・秋竹・桂・下田・川部・伊
福・下之森・徳実・鷹居・鯰橋

ロタ、B型肝炎、Hib(ヒブ)、小児の肺炎球菌、4種混合、BCG、麻しん及び風しん（MRワクチン）、水痘（水ぼ
うそう）、日本脳炎、2種混合、子宮頸がん予防ワクチン(積極的勧奨は見合わせ中)、不活化ポリオ、3種混合

愛知県広域予防接種事業について
　疾病や里帰りなどの事情で区域外の医療機関にかかっている場合、愛知県内の広域予防接種協力医療機関で接種することができます。
事前に手続きが必要ですので、詳細はお問い合わせください。

特別の理由による任意予防接種費用助成事業について
骨髄移植手術その他の理由により、接種済みの定期の予防接種の予防効果が期待できないと医師に判断され、任意で再度、予防接種を受け
る方に対し、予防接種に要する費用の一部を助成します。
◎対象者
 ・骨髄移植手術その他の理由により、接種済みの定期の予防接種の予防効果が期待できないと医師に判断された方
 ・接種日に20歳未満の方。ただし、4種混合は15歳未満、Hib(ヒブ)は10歳未満、小児の肺炎球菌は6歳未満、BCGは4歳未満の方
◎対象の予防接種
 ・接種済の定期予防接種A類（B型肝炎、Hib(ヒブ)、小児の肺炎球菌、4種混合、3種混合、不活化ポリオ、BCG、麻しん及び風しん（MRワクチ
ン）、水痘、日本脳炎、  2種混合、子宮頸がん予防ワクチン）
※事前に手続きが必要です。詳細はお問い合わせください。

母子健康手帳、予防接種予診
票、子ども医療費受給者証等

二ツ寺・東溝口・花正・花長・木折・富塚・古
道・金岩・木田・森山・中橋・丹波・蜂須賀・
篠田・北苅・小橋方・乙之子

甚目寺・本郷・坂牧・下萱津・中萱津・上萱津・
栄・西今宿・森・方領・石作・小路・新居屋
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七宝保健センター　☎441・5665 美和保健センター　☎443・3838 甚目寺保健センター　☎443・0005
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 新型コロナウイルスの感染拡大に伴う外出自粛により、ストレスや先行きの見えない不安の増
大から、以前に比べ酒量が増えてしまった方も多いのではないでしょうか。
過剰な飲酒により、肝臓だけでなく、さまざまな内臓疾患を引き起こします。また長期にわたっ
て多量飲酒を続けると、お酒なしではいられず、アルコール依存症となることもあります。
適正な飲酒量※を守り、お酒と上手に付き合いましょう。

※適正な飲酒量（節度ある適度な飲酒量）とは・・・1日平均純アルコール約20g程度
「適量」には個人差があり、また、その日の状態によって酔い方が違ってくるため一概には言えま
せんが、目安として下記の量を限度とするように勧められています。また女性は男性に比べアル
コールの影響を受けやすいため男性の半量が適量とされています。

ゲーム依存
インターネットの普及と同時にその利用が過剰になりコントロールできなくなる「インター
ネット依存」が問題になってきました。その中でも特に10～29歳の若者の8割（特に男性）がゲー
ムをしているというデーターもあり、「ゲーム依存」が問題となっています。
学業成績・仕事のパフォーマンスの低下、朝起きられない、昼夜逆転などの症状がみられます。

ランキングが出ることで競争心があおられ、さらにオンラインでつながる仲間とのやりとりが
依存性を高めます。
子どもは、ゲーム依存を治そうとするモチベーションが低い傾向があり、予防がとても大事で
す。　使用開始前にルールを決めること、また子どもの世界がバーチャルなものだけにならないよ
うに家族や現実の友達と外で遊んだり、スポーツをしたりする時間を作り、体験や感動を共有して
いくことが重要です。

ネット（ゲーム）のルールづくりのポイント
1.　親の名義で購入し、子どもに貸し出す形にする。
2.　ルールは、親子で一緒に決める。（守れなかった時にはどうするかも決める）
3.　使用場所を決める。
4.　使用時間帯を決める。
5.　使用金額について決める。
6.　ルールは書面に残す。
7.　家族もルールを守る。

問合先　健康推進課（甚目寺保健センター）　☎443・0005　FAX443・5461

“勇健な教育・健康未来都市”
～あま市健康づくり計画～

一日あたりの適度なお酒の量
●ビール…中ビン1本　500ml ●日本酒…180ml　　1合弱
●ワイン…2杯弱　200ml ●ウイスキー／ブランデー…ダブル60ml
●焼酎…25度100ml ●酎ハイ（7％）350ml缶　　　1本



くすり安心電話

相談名 日時 場所 問合先

●内　　容 くすり、医療用品等に関
する緊急の相談、質問、問
合せ

●電話番号　090・2136・3858
●対応時間 午後9時～午前0時
・海部津島薬剤師会の会員が、夜間
のお薬のご相談にのっています。
・夜間（午後9時から午前0時まで）
お薬のことでご心配なことがありま
したら、お気軽にお電話ください。

こじま整形外科
はせ川外科
鈴木整形外科

0567・25・9911
0567・24・3370
0567・28・8838

愛西市
津島市
愛西市

森整形外科クリニック
服部整形外科皮フ科
小林クリニック

445・5050
0567・65・1200
444・4500

あま市
弥富市
あま市

日 病院名 電話 場所 日 病院名 電話 場所

※午後５時以降は、消防署へお尋ねください。外科専門外の患者さんはお断りする場合があります。

※1　法律相談については、相談を円滑に行っていただくため、予約時に相談内容をお伺いしますので、ご協力お願いします。
※2　FAXによる問い合わせも受け付けています。(障がい児相談：FAX443・3844、身体障がい者・知的障がい者相談員による相談会：FAX443・3555)
※3　巡回労働相談については、相談日の前日（開庁日）正午までの予約が必要です。
※4　事前予約が必要です。(当日の状況により利用できる場合があります)

11

11 日曜日 ・祝日 午前9時～正午・午後1時～5時時間

日曜日・祝日・休日
年末年始（12月30日～1月3日）

日曜日・祝日・休日
年末年始（12月30日～1月3日）

上記以外の月曜日から金曜日
土曜日

午前９時～１１時３０分
午後１時～４時３０分

午前９時～１１時３０分
午後２時～４時３０分

当面の間、休診
当面の間、休診

企画政策課　☎444・1712 FAX444・0982
安全安心課　☎444・0862 FAX441・8330

海部地域消費生活センター
☎0567・23・0150

産業振興課
☎441・7114
FAX441・8387

生涯学習課甚目寺公民館　☎444・1621　FAX443・9778
※予約受付時間（火～日）　午前９時～午後５時

人権推進課　
☎444・0398　FAX441・8330

社会福祉課　☎444・3135　
FAX443・3555

あま市社会福祉協議会
美和支所（美和ひまわり作業所内）
☎446・0612　FAX443・3844

あま市社会福祉協議会本所
（甚目寺総合福祉会館内）
☎443・4291
※予約受付　２週間前～
(２週間前が休業日の場合は翌営業日)
※司法書士による相続・
　登記相談は3営業日前
　までの予約が必要です。

総務課　☎444・1711　FAX441・8330

教育相談センター
☎443・1400　FAX443・9779
※予約受付時間（月～金）
　午前9時～午後3時30分

子育て支援課　☎444・3173
※電話予約も受け付けます。

甚目寺庁舎　相談室
本庁舎

本庁舎　相談室

本庁舎　相談室

甚目寺産業会館　2階

甚目寺公民館　相談室

甚目寺庁舎　相談室

障害相談支援事業所

七宝老人福祉センター
甚目寺総合福祉会館

七宝老人福祉センター

七宝老人福祉センター
美和総合福祉センターすみれの里
甚目寺総合福祉会館

甚目寺総合福祉会館
美和総合福祉センターすみれの里

美和総合福祉センターすみれの里

甚目寺庁舎

教育相談センター

市内小中学校および教育相談センター
（甚目寺会館1階）

甚目寺庁舎 子育て支援課

10日（水）午後1時～4時
月～金曜日(祝日を除く)　午前9時～午後5時

毎週金曜日（祝日を除く）午前9時30分～正午

16日（火）午前9時～、午前10時30分～、午後1時～、午後2時30分～

11日(木)午後1時～4時

毎週火曜日・金曜日（祝日を除く）
午前9時～正午、午後１時～４時

19日(金)午前9時30分～正午

9日(火)午前10時～正午

月～金曜日（祝日を除く）
午前8時30分～午後5時15分
（事前にお問い合わせください）

11日(木)午前10時～正午
25日(木)午前10時～正午

25日(木)午前10時～正午
11日(木)午前10時～正午
4日・18日(木)午前10時～正午
18日(木)午前10時～正午(受付午前11時30分まで)
11日(木)午前10時～正午(受付午前11時30分まで)
4日(木)午前10時～正午(受付午前11時30分まで)
16日(火)午前9時30分～11時30分

毎週水・木曜日(祝日を除く)　午前9時～午後3時

月～金曜日(祝日を除く)　午後1時30分～4時30分

月～金曜日(祝日を除く)　午前9時～午後４時

不動産相談(予約不要)
生活安全相談(要予約) ※4

消費生活巡回相談（要予約） ※4

県の専門家による経営相談（経営よろず相談会） ※4

巡回労働相談（要予約） ※3

子ども・若者相談窓口（要予約）

あま市人権相談所

身体障がい者・知的障がい者
相談員による相談会 ※２

障がい児者相談 ※２

司法書士による相続・登記相談
（登記手続き上の相談に限る：要予約）

法律相談（要予約） ※１
担当：弁護士

心配ごと相談（予約不要）

行政相談

心理支援相談（要予約）

教育相談（要予約）

母子家庭等相談・母子家庭等就業相談
女性相談

ホームページ



※可燃ごみ、プラスチックごみ、不燃ごみは必ず市指定ごみ袋に入れて出してください。また粗大
ごみは上記の予約と粗大ごみシールに必要事項を記入のうえ、貼り付けて出してください。
一般的な廃プラスチックごみ、少しでも汚れているプラスチック製容器包装類はすべて「可燃ごみ」で
出してください。
「プラマーク」入りで、全く汚れていないプラスチック製容器包装だけ「プラスチックごみ」で出してくだ
さい。
袋に入る廃小型家電、ガラス製品、陶磁器類、金属類及びそれを含むごみです。
汚れたプラスチック、ビニール、合成樹脂製品は「可燃ごみ」で出してください。
※不燃ごみにスプレー缶やカセットボンベなどの資源ごみや、消火器、ガスボンベ、コンクリート塊、
バッテリーなどの市で収集できない処理困難物が混在していることがあります。ごみ収集車や清掃
工場の火災や故障の原因になる恐れがあり、大変危険ですので、絶対に不燃ごみで出さず、決めら
れたルールに従って処分してください。

○「ビン」は従来どおり、無色透明、茶色、その他の色に分別してください。
　※ふたは外してください。　※化粧品の空きビンも出せます。
　※出せるのは、元々中身入りで販売されたガラスビンのみです。それ以外の一般的なガラス製品や
　　陶磁器、乳白色ガラス等は出せません。これらはすべて不燃ごみで出してください。
○「カン」はアルミ、スチールに分別する必要はありません。
○「ペットボトル」は、ふたを外して出してください。
　※ラベルをめくる必要はありません。
○「ビン、カン、ペットボトル」はいずれも、中身を空にしてそのまま出してください。
○紙類はひもで十文字に縛ってください。細小の雑がみは紙袋に入れて出してください。ファイルにと
じてある場合は、中の紙類のみ出してください。布類はポリ袋（色は自由）に入れて出してください。
布団、枕、座布団などのわた製品やじゅうたん、カーペットは、可燃ごみか、粗大ごみで出してくださ
い。
○「スプレー缶・ガス缶、ライター類」は、完全に使い切ってから出してください。
　※穴を開ける必要はありません。
●ごみステーションに設置されるそれぞれの分別回収かご等へ出してください。

・「リサイクルステーション」は、甚目寺庁舎駐車場内で、毎日午前9時から午後5時まで（土・日曜・祝日含む。ただし、年末年始は除く）開
設しています。

・ごみの分別と出し方のルールの詳細については、「令和3年度あま市のごみの分別と出し方のルール」冊子（窓口配布、市公式ウェブサ
イト内公開）をご覧ください。

 携帯電話・ゲーム機等や蛍光管等の回収にご協力ください
◆一般家庭から出る使用済み小型家電（携帯電話・デジタルカメラ・ゲーム機等）は、「リサイクルステーション」にて回収を行っていま
すので、ご利用ください。
※あま市指定不燃ごみ袋内に収納できる大きさのものであれば、不燃ごみ袋不要でそのまま出すことができます。
◆一般家庭から出る水銀使用廃製品（蛍光管等）のうち、割れていないものは、一般の不燃ごみとして出さず、できるだけ「リサイクル
ステーション」に出すよう、ご協力をお願いします。

問合先　環境衛生課　☎444・3132　FAX443・3555

インターネット
予約

インターネット
予約

午前9時～午後7時
午前9時～午後5時
午前9時～午後7時
午前9時～午後5時

月～金
土・日・祝
月～金
土・日・祝

粗大ごみ受付センター
☎444・0303

粗大ごみ受付センター
☎444・0303電話予約電話予約

受付時間受付時間申込先申込先

午前9時まで午前9時まで
毎月　第２水曜日（10日）
毎月　第３水曜日（17日）
毎月　第４水曜日（24日）

毎月　第２水曜日（10日）
毎月　第３水曜日（17日）
毎月　第４水曜日（24日）

収集日収集日お住まいの場所
七宝地区
美和地区
甚目寺地区

お住まいの場所
七宝地区
美和地区
甚目寺地区

※不燃ごみの収集は、毎月1回です。※不燃ごみの収集は、毎月1回です。

午前8時30分まで午前8時30分まで

収集日
毎月　第２土曜日（13日）
毎月　第３土曜日（20日）

収集日
毎月　第２土曜日（13日）
毎月　第３土曜日（20日）

お住まいの場所
名鉄津島線の線路の北側
名鉄津島線の線路の南側

お住まいの場所
名鉄津島線の線路の北側
名鉄津島線の線路の南側

●粗大ごみ　●粗大ごみ　

●資源ごみ　●資源ごみ　

●不燃ごみ　●不燃ごみ　

搬出時間搬出時間

搬出時間搬出時間

●その他●その他

資源ごみ
(ビン類、カン類、

ペットボトル類、紙・布類、
スプレー缶・ガス缶、
乾電池類、ライター類)

資源ごみ
(ビン類、カン類、

ペットボトル類、紙・布類、
スプレー缶・ガス缶、
乾電池類、ライター類)

不燃ごみ
(ピンク半透明の袋)

不燃ごみ
(ピンク半透明の袋)

プラスチックごみ
(ブルー半透明の袋)
プラスチックごみ
(ブルー半透明の袋)

可燃ごみ
(白色半透明の袋)
可燃ごみ

(白色半透明の袋)

●ごみの出し方について●ごみの出し方について

11月　一般家庭ごみ収集日程

搬出時間
午前8時30分まで
搬出時間

午前8時30分まで
収集日

毎週　水曜日（3日・10日・17日・24日）
収集日

毎週　水曜日（3日・10日・17日・24日）
お住まいの場所
市内全域

●プラスチックごみ　●プラスチックごみ　

午前8時30分まで午前8時30分まで

搬出時間搬出時間収集日
毎週　月・木曜日
毎週　火・金曜日

収集日
毎週　月・木曜日
毎週　火・金曜日

お住まいの場所
名鉄津島線の線路の北側
名鉄津島線の線路の南側

お住まいの場所
名鉄津島線の線路の北側
名鉄津島線の線路の南側

●可燃ごみ　●可燃ごみ　
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【今月の表紙】
東京2020オリンピック競技大会メダリストである、あま市出身の武藤 弘樹選手（アーチェリー男子団体銅メダル）と加納 
虹輝選手（フェンシング男子エペ団体金メダル）に市民栄誉賞を贈呈しました。【関連ページ　6ページ】

●読書会
〈美和図書館〉

●なごみ昼食会
〈甚目寺総合福祉会館〉

●伝統文化映画会
「秩父の夜祭り-山波の音が聞こえる-」
〈七宝焼アートヴィレッジ〉

●子どもの本の会
〈美和図書館〉
●七宝焼体験教室特別企画
「クリスマスのペンダント」
〈七宝焼アートヴィレッジ〉

●なごみ昼食会
〈甚目寺総合福祉会館〉
●もこもこのおはなし会
〈甚目寺公民館〉
●子育てサロン
〈七宝公民館〉

●パソコン相談室
〈七宝公民館〉

●グー・チョキ・パーの
おはなし会
〈美和図書館〉

●伝統文化映画会
「秩父の夜祭り-山波の
音が聞こえる-」
〈七宝焼アートヴィレッジ〉

●おどうぐばこのかみしばい
〈甚目寺公民館〉

●七宝焼体験教室特別企画
「クリスマスのペンダント」
〈七宝焼アートヴィレッジ〉

●子育てサロン
〈甚目寺公民館〉
●パソコン相談室
〈甚目寺公民館〉

●なごみ昼食会
〈甚目寺総合福祉会館〉
●語りの会おはなしペロリ
〈美和図書館〉

●七宝焼体験教室特別企画
「クリスマスのペンダント」
〈七宝焼アートヴィレッジ〉
●もこもこのおはなし会
〈美和図書館〉

●七宝焼体験教室特別企画
「クリスマスのペンダント」
〈七宝焼アートヴィレッジ〉
●お楽しみおはなし会
〈美和図書館〉
●この本だいすきの会のよみきかせ
〈甚目寺公民館〉
●パソコン相談室
〈七宝公民館〉

●なごみ昼食会
〈甚目寺総合福祉会館〉
●第39回七宝新作展
〈七宝焼アートヴィレッジ〉
●もこもこのおはなし会
〈七宝公民館〉
●子育てサロン
〈七宝公民館〉
●パソコン相談室
〈甚目寺公民館〉

●Let's職人体験
〈七宝焼アートヴィレッジ〉

●七宝焼体験教室特別企画
「クリスマスのペンダント」
〈七宝焼アートヴィレッジ〉

●第39回七宝新作展
〈七宝焼アートヴィレッジ〉
●七宝職人さん大集合
〈七宝焼アートヴィレッジ〉

●第39回七宝新作展
〈七宝焼アートヴィレッジ〉
●この本だいすきの会のよみきかせ
〈甚目寺公民館〉
●パソコン相談室
〈美和歴史民俗資料館〉

文化の日

勤労感謝の日
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